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2-1 エンジン仕様

国仕様

新型軍のエンジンは，全車4気筒5011¢：エンジンで，キャブレータ⑽八）エンジン№N070)とスーパチャージャ 

(50)エンジン（5X07^0の2型式のエンジンがある。燃料供給方式は，NAは横向単同可変ベンチュリー型キャ 

ブレータ，30は電子制御方式燃料噴射システム氓1\1？丨）である。主要諸元とエンジン全体図を次に示す。

主要諸元

型式

項目

£N070

~ (關 (50

シリンダ数

及び配置

直列4気筒

横置

弁機構 50110 —

総排気量

(〇〇)
658

内径X行程 

(11110)
56.0X66.8 —

圧縮比 9.8 8.3

最尚出力

(？3~瓜)
40/6,500 55/6,200

最大トルク 

(^2-111/^111)
5.5/3,500 7.1/3,800

燃料 

供給装置

可変ベンチュリー

キャブレータ

電子制御式 
各気筒独立 
噴射

点火方式 接点式
クランク角センサ 
付き已011
コントロール

点火順序 #1 -3-4-2

過給機 —
クランクシャフト
駆動メカニカル 
スーハ9チャージャ

£N070

闩る2 3 2 -343
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準備品

3丁 498545400 オイルフイルタレンチ オイルフィルタ脱着

バッテリ比重計 パ、ッテリ比重測定

トーヨーテック011-510 コンプ5レッシヨンゲージ コンフ。レッション測定

タイミングライト 点火時期点検

計器 498307900 スバルセレクトモニタ エンジン回転数，点火時期測定および故障診断

498348300 カートリッジ スバルセレクトモニタ用

エンジンチューナ エンジン回転数，吸入負圧測定

シックネスゲージ バルブクリアランス点検，調整

スバル
セレクトモニタ

外部接続コード 
(セットに含む)

「18.1

モニタ用カートリツジ

52 -330
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エンジン点検.調整——バッテリ，冷却水

國整備要領（1)バツテリ
「’ ’-’ 点検--------------------------------- ----------------------------------

(1) ハへソテリ液がアツパレべルとロアレべルの間にあ 

るかを点検する。アツパレべル以上あるいはロアレ 

ベル以下の場合は適宜処置する。

(2) バツテリ液が減少し，ロアレべル以下の場合は， 

アッパレべルまで蒸留水を補充する。

(3) バッテリ充電状態の点検

ハへソテリは，放電量によってバツテリ液の比重が 

低下するので，バッテリ液の比重を測定し，判断す 

る。比重が1.22以下の場合は充電する。

⑷ターミナル部

ターミナルの接触および腐食状態を点検する。㈩ 
端子にグリースまたほワセリンを薄く塗る。

⑵冷却水

——点検.交換-------------------------------------------------------

(1)冷却水の点検，補充は，エンジンが冷えていると 

き，ラジェータのリザーブタンクで行う。

リザーブタンク内の冷却液水量が卩111^レベルと 

し〇界レベルの間にあるかを点検する。

⑵卩じし乙レベルとし〇ガレべルの間にあれば，良好。 

し〇界レベルに近い場合は，卩リ乙!：レベルまで補充す 

る。

⑶リザーブタンク内が空の場合は，必ずラジェータ 

も点検し，注水口の口元まで補充する。次に，リザ 

ーブタンクの乙〇界レベルと卩1！1^レベルの中間よ 

りやや上側まで補充する。
-冷却液の交換要領は2 ― 7エンジンクーリングシ 

ステムの章を参照のこと。

⑷冷却水濃度と安全使用温度

車種
項目 、

2界0車 4界〇車及び 
寒冷地向車

新車時の冷却水濃度 30% 50%

安全使用(凍結)温度 一8で 
(一15。。） -28。。（-35。(：）

(5)点検および交換時期

点検時期 納車前一1か月点検一6か月点検

交換時期
%

4万!^又は2年毎
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エンジン点検.調整-------- エンジンオイルふオイルフィルタ.スーパチャージャオイル

(3)エンジンオイル8？オイルフイルタ

点検#交換

⑴車体が水平となる場所で，ェンジンを始動しない 

状態で行う。

⑵レベルゲージを抜いて，オイル量と汚れを点検す 

る。レベルゲージの先端を一旦ウェスなどで拭いた 

後，レベルゲージを再度差し込んで，オイルレベル 

を点検する。

オイルレべルは，フルレベルとロアレべル間にあれ

ば良好

I

闩も5
オイルレべルケージ

5 2-092 闩氐6 5 2-198

⑶中間よりロアレべルの時は，フルレベルまで補充

する 〇

(4)エンジンオイルおよびオイルフィルタ交換

エンジンオイルの汚れが著しい場合を除き，通常

下記のピッチで交換する 〇

エンジンオイル交換 10,00〇趾または6か月每または（どちらか早い方）

オイルフイルタ交換 10,0001<10每

使用 オイ ル

オイル分類 粘 度 使用時期

オモス
ィふパ、

ル丨ル

レ ッ ド #30 0て以上気温が高い時

ゴールド #10界一30 -25。(：〜30。。

才ール

シーズン用

ハイゴールド #7.5界一30

スー ノ、0— #10界一40

油量⑴
オイルのみ交換時 約2.8¢ (以丁)，2.9¢ (兄(:V”

フィルタ交換時 約3.0必⑽丁)，3.1必（已〇乂丁）

オイルフィルタの取外しは (： 5 丁） 49854 5400 

オイルフィルタレンチを使用する。

( 5 I )49854 5400
オイルフイルタレンチ

F\^^ 5 2-093

取付けは，取付面の0リング全周にオイルを塗布し， 

0リングが取付面に当たるまで手でまわして取付け 

る。取付面に当たってから更に1回転，オイルフィ
曹1 參泰 —麟聲 籲 -^ 貧屬釀^ #鲁 參

ルタレンチで増締めする。

参考：丁 1.2土0.31^-111

⑷スーパチャージヤオイル

点検

ろラグ八

プラグ（8)

切

へ
オイル

」レベル

厂；を8 5 2 -094
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オイル量点検は，プラグ(8)を外し，その位置まで才 

イルが達しているかどうかを点検する。

不足の場合はプラグ(八）を外しプラグ(3)の位置ま 

で補給する。

合わせてオイルの状態を点検する。

指定オイル
昭和シェル石油

IV130ギヤオイル

プラグ(八)締付トルク 2.5±0,2^-111

プラグ（8)締付トルク. 1.2 ±0.21^-111

注意Iガスケットは必ず新品に交換すること。



エンジン点検.調整一 ーエアクリーナエレメント，フェーエルフィルタ

(5)エアクリーナエレメント

—点検.交換------------------------------------------

⑴エアクリーナケースのクランプを外す。

⑵エアクリーナエレメントを取り出し，点検する。

‘エレメントの汚れ具合，破損の有無を点検する。 

，エレメントは，ろ紙にオイルを含ませたビスカス

タイプのため，清掃は不要である。

-エアクリーナケースとエレメントとのシール部に 

ほこりが通り抜けた形跡がない事を確認する。

(4)交換時期

交換
20,000坟 111毎 舗装路一般標
または1年毎 準走行の場合

-砂利道などほこりの多い場所や走行距離が比較的多 

い場合には早めに交換する。

-交換を怠るとシリンダが異常摩耗するおそれがある。

(5)エレメントが正しくケースに収まったことを確認 

し，カバーを確実にクランプする。

(6)フューエルフイルタ

——点検.交換-------------------------------------------

(1) フューエルフイルタ内のごみや水の有無を点検す 

る。フューエルフイルタ内に水があるときは入口を 

下にして振って水を出す。

(2) 明らかに詰まりや亀裂のある場合および定期交換 

時期には交換する。

フューエルフイルタ交換時期 
1年または20,000出ごと

⑶交換要領

① 50車は燃圧を低下させる。

燃压低下の方法については「2 — 3 エンジン 

脱着」の章，「燃至低下の方法丨を参照のこと。

② バッテリ㈠端子のケーブルを取外す。

③ 床下よりフューエルフィルタを取外す。

歡車

⑷取付けるときは，ホースを確実に挿入すること。
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エンジン点検.調整 スパークプラグ

(7)スパークプラグ

点検

⑴スパークプラグは，下記の事項を点検し，必要に 

応じて，清掃，修正あるいは新品に交換する。
春 電極部の汚れ 

堆積物の有無 

電極部のすき間 

硝子絶縁体部のひび割れ

^ターミナルの損傷
秦 ガスケットの損傷

電極の ひび割れ

⑵スパークプラグが焼け過ぎの場合は，下記の原因 

が考えられる。

，燃料混合気のうす過ぎ 

-点火時期の進み過ぎ 

-冷却の不足によるエンジン過熱 

^プラグの締付け不良

(3)スパークプラグがカーボンでくすぶる場合は，下 

記の原因が考えられる。

-長いアイドリング運転や低速運転 

-燃料混合気の濃すぎ 

-点火時期の遅れ

グニッションコイル，ハイテンションコード等

点火系の劣化

聲ピストンリング，バルブガイドの摩耗

⑷電極部が汚れている場合は，プラグクリーナ又は 

ワイヤブラシで清掃する。

⑸電極すきま

電極すきまをスパークプラグギャップゲージ（ワ 

イヤゲージ）を用いて測定する。基準値以外の場合に 

は，ワイヤゲージを用いて調整する。

電極のすきま

電極のすきま

「1る14 5 7-136

(7)スパークプラグ取付け

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，プラグ 

座面に指先で仮締めした後，プラグレンチハンドル 

で締付ける。

ークプラグ締付トルク： 2.1土 0.3レ8-⑺

プラグレンチ 7 2.1+0.3^-

「也15 52-313

⑻スパークプラグ適合型番

:型番 N0型番 電極すきま（麵）

2？^ 6 0 ^201)7^-311 1.0〜1.1

2卩尺5 0 ^160^~311 1.0-1.1

交換時期 10,000―每
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エンジン点検.調整 -圧縮圧力

⑻圧縮圧力

点検

(1)エンジンを充分暖機運転し，イグニッシヨンを

する 0

(ラジエータフアンが2回作動するまで暖機を行

う。）
⑵燃料系の燃圧を低下させる。（30車）

燃圧の低下方法については，「2-3 エンジン脱 

着」の章，

(3) フューエルポンプのコネクタは外したままにして 

おく。
(4) スパークプラグを4本とも全部取外す。

(5) スロツトルバルブを全開にする。

(6) スパークプラグ取付け穴に，コンプレッシヨンゲ 

ージを当てる。

単位：^/〇^/叩!!!
車 種 财車 50車

コンプレツシヨン
基準 値 11.3/300 9.8/300

シ リンダ
相 互 間の 差 1.0以下 4——

コンプレツシヨン
限 度 9.8/300 8.3/300

⑻压縮圧力が低い場合は，次の項目を点検する 

-バルブの压縮漏れ 

-ピストンリングの摩耗 

-ピストン，シリンダの摩耗 

參シリンダへッドガスケットの漏れ

⑼圧縮圧力が高い場合は，燃焼室，ピストンヘッド 

のカーボン堆積を点検する。

コンプレツシヨンゲージ

5 2 -332

(7)スタータモータを回し，コンプレッションゲージ 

の指針が静止したときの最高値を読み取る。

-バッテリ全充電状態で行うこと。

-スタータは機能，作動とも良好なものを用いること。 

，測定は各シリンダ毎に少なくとも2回以上行うこと。 

# NA車はコンプレッションゲージの先端とピストン 

がぶつかる可能性があるので，ねじ部長さが18111111以 

下のものを使用すること。

く參考〉

該当するコンプレッシヨンゲージは卜ーヨーァック

011—510などである。
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エンジン点検.調整--------Vリブドべルト

⑼Vリブドべル

点検，調整

⑴ベルトは，亀裂，損傷，油の付着がないかを点検 

し，損傷甚だしいものは交換する。

⑵エンジン運転時に，ベルトが波打ち又は横ぶれし 

て回転しないか，ベルトのゆるみとアライメントを

点検する。

く⑽車〉

ベルトの張りは下記のとおり。（）内の数値はベル 

卜の継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

一般車

「12.17 5 2 -333

ベルトのたわみ： 9〜11111111/10味（11〜13111111/10峰)

張力： 45土 5は （35 土 5は）

八/〇付車

闩8.18 5 2-076

ベルトのたわみ： 5~6 11111171〇1^( 6 ~ 7 111111710^8)

張力： 70 土 101^ (50 土 5は)

く 50車〉

(1)調整を行うちときは，スライダボルトのロックナ 

ットを一旦ゆるめ，スライダボルトをまわして，ベ 

ルトの張りを調整する。

5 2-099

ロックナット

ベルトテンシヨ
固定ボルト

2.0 土 0.2一；

5 2-100「12.19

(2)ベルトの張りは下記のとおり〇 ()内の数値はベ 

ルト継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

^6-20 5 2-077

八ベルトのたわみ： 7〜8刪/1017〜9 111111710^)

張力： 55 土10竑 (45 土 10は)

8ベルトのたわみ： 6〜8 111111710^( 7〜9 111111710^)

張力： 70 土10竑 (60 土 10は)
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エンジン点検.調整——バルブクリアランス

⑽バルブクリアランス

——点検.調整

く点検〉

(1)点検するシリンダを压縮上死点にする。

上死点の出し方は，各々のクランクプーリの0° 

の溝とタイミングベルトカバーの爪とを合わせる。 

-财車

5 2 -200

(2)シックネスゲージを挿入して，バルブクリアラン 

スを点検する。

く調整〉

，調整は冷間にて行うこと。

(1) #1シリンダを压縮上死点にする。

(2) パ、ルブロッカアームのナットをゆるめ，スクリュ 

を回してインテーク側とェキゾースト側のクリアラ 

ンスを調整する。

調整値(冷間時）

インテーク 0.15 土 0.02111111

ェキゾースト 0.20 ±0.02腿

ナット締付トルク 0,9±0，1は-㈤

「16.22 5 2-334

(3)以後#3シリンダ，#4シリンダ，#2シリンダの順 

で行う。

⑷クランクシャフトを1回転させ，バルブクリアラ 

ンスを点検する。

「1咨21
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#1シリンダ

圧縮上死点

#4シリンダ 

圧縮上死点

シリンダ'#

ピストン位置\\

4

〇

#

〇

〇

#

〇

2

£1

〇

〇〇

爪

〇

エンジン点検.調整--------バルブクリアランス，タイミングベルト

—点検.調整'-------------------------------------------

く参考〉

次の手順でもバルブクリアランス調整が行える。 

⑴#1を圧縮上死点にする。

(2) #1のインテーク側，エキゾースト側，#2のイン 

テーク側，#3のェキゾースト側を調整する。

(3) クランクシャフトを1回転させ，#4を圧縮上死点 

にする。

⑷#4のインテーク側，エキゾースト側，#2のェキ 

ゾースト側，#3のインテーク側を調整する。

(5)クランクシャフトを1回転させ，ハフレブクリアラ 

ンスを点検する。

-バルブクリアランス調整手順

(11)タイミングベルト

--------点検.調整--------------------------------------------

(1)タイミングベルトカバーX〇. 2 (シリンダヘッド

側）を取外す。

「12.23 52-101

⑵ベルトを点検する。

① ベルトに亀裂，損傷がある場合は交換する。（特 

にベルト背面の亀裂に注意する。）

交換要領は2 — 5動弁機構「タイミングベルト公 

スプロケット」の項参照

② オイル，水等が付着している場合は，原因を確 

認-修正後きれいに拭き取る。

(3)張力の調整方法

ベルトテンシヨナのボルトを一旦ゆるめて締直す。 

厂| 一 2.5 土 0.31^ -111

タイミングベルト張力調整 1年毎

タイミングベルト交換 4年毎

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

1
回
転
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エンジン点検.調整 エンジン調整问八車

(12)エンジン調整⑸八車(点火時期，アイドリング回転数，00，N0,ァィドルァップ)

(1)バキュームホースの点検

(1)パキュームホースを点検する。

次の点を点検し，不良の場合は交換または修正す 

る。

① 誤配管の有無

② ホース抜けの有無

③ ホースの亀裂の有無

荷台トラップドア裏面に貼りつけてあるバキューム 

配管図を參照する。

バキューム配管図

一一(2)ディストリビュータの点検.調整一

(1)ディストリビュータブレーカポイントを点検する。

① 内部オイル漏れ

② 内部の汚れ

③ カムクロージングアングル

調整値
三菱製 4 0° 5ら0 (ホイントギヤッフ0.510111分コ〜〇〇 のとき）

日本電装製 40。 0 (ポイントギャップ〇ズ5咖兮コのとき）

④ポイントギャップ5

調整値
三菱製 0,45〜0,55腿

日本電装製 0.4〜0.5111111

注意

接触不良（ポイント面の焼損，荒れ，汚れ)があると 

きはポイントを磨くこと。

⑤ポイント接点圧

基準値
三菱製 450〜6002

日本電装製 400〜5502

⑥コンデンサ容量

基準値
三菱製 0.243〜0.297ダ

日本電装製 0.225〜0.275//ド

⑦ ガバナおよびバキューム進角装置の作動状態

⑧ カム表面および頭部，ポイントアームヒールの 

グリースの有無(少量ついていれば可）

⑨ 各コードキャップ差込部のゆるみおよびリーク

点検
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エンジン点検.調整 エンジン調整问八車

エンジン調整问八車（点火時期）

—⑶点火時期の点検^調整

⑴バキュームホースの配管を確認する。

⑵ポイントギャップを点検し，必要により調整する

(3) ラジェータファンが回るまでェンジンを充分暖気 

する。

(4) タイミングライトを#1コードに接続し，タイミン 

グマークが一致しているか点検する。クランクプー 

リの溝とタイミングベルトカバーの爪の位置が一致 

すること。

(5) デイストリビュータの取付けボルトをゆるめる。

(6) デイストリビュータをキャップ側から見て，右へ 

回すと点火時期は進み，左へ回すと遅れる。

厂は.27 3 2-337

⑺次の表のように点火時期を調整する。

車種 点火時期出丁〇で/叩1！1)

⑽車 6° 7800

ド12.25 52-179

八/〇付車

52-181
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エンジン点検.調整——エンジン調整^車 

エンジン調整问八車（アイドル回転数，00, N0濃度）

—⑷ァイドリング回転数の点検.調整——

(1)ラジェータファンが回るまでェンジンを充分暖気 

する。

⑵点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑶回転計を接続する。

(4)スロットルアジャストスクリュを調整し，アイド 

リング回転数を調整する。

アイドリング回転数 800土5〇！"口 111

スロットルアジヤストスクリユ

呵28 52,201

—⑸00，円¢：濃度の点検，調整-----------------

⑴点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑵アイドリング回転数が正しく調整されているか点 

検する。

⑶00，只0濃度を点検する。

00(%) 1.5土0.5

110 (ロロ!11) 1，000以下

注意

‘走行後はアイドリングで5分以上放置した後に調整 

すること。（走行直後はシリンダへッドの排気ポート 

付近の温度が高く，00の浄化が促進されているの 

で，通常の00メータでは感知しにくいため）。

^アイドルアジャストスクリュはあらかじめ最適にセ 

ットしてるので通常は調整する必要はない。

，アイドル〇〇調整の際は，リヤバンパに貼付してある 

〇〇調整ラベルを参照のこと。
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エンジン点検，，調整--------エンジン調整樣車，エンジン調整30車

エンジン調整⑸八車

--------- 00，㈠。濃度の点検.調整"一"----------------------

(4)基準値をこえている時は，以下の順序で調整する。

① リミッタキャップの上からアイドルアジャスト 

スクリユを一杯にねじ込んだ位置より4回戻し， 

スロットルアジャストスクリユを2〜3回ねじ込 

んでおいて始動する。

② スロットルアジヤストスクリユでアイドリング 

回転数を基準値に合わせる。

③ アイドルアジャストスクリュで00が1.5土().5 

%以下になるように調整する。

アイドルアジャストスクリュの調整は特殊工具： 

498297100アイドルアジャストドライバを使用し，リ 

ミッタキャップは外さないこと。

名 称 回転方向 ⑽直

アイドルアジャスト 
スクリュ

右へ回す 小さくなる

左へ回す 大きくなる

(6)八/〇アイドルアップの点検

⑴八/〇アイドルアップの点検-調整 

①八/〇の5界を入れる。

② エンジン回転数を読み取る。

③ 調整スクリユで調整し，エンジン回転数を基準

値に合わせる。 基準値：1050「〇⑺

回転方向 エンジン回転数

調整スクリュ 右へ回す 高くなる

左へ回す 低くなる

厂セ，30 5 2-333

(13)エンジン調整50車（点火時期)

点火時期の点検

く 50車〉

(1) ラジェータフアンが2度回るまで充分ェンジンを 

暖気する。

(2) テストモードコネクタ（緑色）を接続する。

リードメモリコネクタ（黒色)

テストモードコネクタ（緑色)

セレクトモニタコネクタ（黄色)

「I&31 5 2-329

⑶リードメモリコネクタ（黒色）が分離していること 

を確認し，セレクトモニタを使用して点火時期を点 

検する。

タイミングライトを用いる場合は，タイミングべ 

ルトカバーの爪の位置とクランクプーリの溝が一致 

すること。

8100 14°

8100 I 
8100 4°

100

#1，#4ピストン 
上死点錄

「吃.32 52-183

点火時期8丁〇0 10° 7800^111

点火時期が基準値と外れている場合はディスト

ビュータを回し調整する 〇

(4)テストモードコネクタを分離する。

テストモードコネクタを分離している時は，点 

火時期が8丁〇0 4ソ800卬㈤であることを確認す 

る。
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エンジン点検.調整--------エンジン調整3¢車，キャブレータ

(14)キヤブレータ

一一(2)アイドリング回転数の点検--------------

⑴エンジンを充分暖機する。

(2) テストモードコネクタ（緑色）を接続し，点火時期 

を点検する。

(3) リードメモリコネクタ（黒色）を接続する。

⑷スロットルボデーのアイドルアジャステイングス 

クリュでアイドル回転数を合わせる。

アイドル回転数： 800土50「口⑺

嫌き漏

隹ヒータブロア.へッドランフ。.リヤデフオッガ.ラ 

ジエータフアンがすべて〇卩ドの状態で行う。

アイドルアジャスティンクブクリュ

ド12.33 5 2 -340

(5) テストモードコネクタとリードメモリコネクタを 

分離する。

(6) 調整後，次のようになることを確認する。

① 電気負荷がすべて〇卩ドのとき 

アイドル回每数： 800 土 50「|3⑺

② ヒータブロア，へッドランプ-ラジェータファ 

ンリヤデフオッガのいずれかがのとき

アイドル回転数： 850土50卬⑺

(7) (6)で示したようにならない場合はトラブルシュー 

ティングマニアルの“1.基本点検”を参照するこ

点検

く从車〉

(1) リンク作動に異常はないか点検する。

(2) スローカットバルブを点検する。

アイドリングでエンジンを回転させ，スローカッ

トバルブのリード線を外して，エンジンが止まるこ 

とを確認する。

(エンジン停止の場合…スローカットバルブの作動 

は正常）

く參考〉
スローカットバルブが正常に作動しない場合は， 

，エンジンが起動してもアイドリングが続かない。 

―リード線不良

-キースイッチを切った時アフタファイャを起す。 

—スローカツトバルブ不良

スローカツトバルブ

^12.34 5 2-203

(3)ベントスイッチを点検する0

キースイッチ0Nでゃカチッヶと作動音がすること 

を確認する。

く参考〉
ベントスイッチが正常に作動しない場合には，夏季

の再始動性に時間がかかる。

ベントスイ

以35 5 2-339
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エンジン点検.調整-------アイドルバキューム

(15)アイドルバキューム

点検，調整

(1)エンジンを充分暖機する。

⑵インテークマニホールドの八/〇用アイドルアッフ。 

負圧取出口（NA)およびスーパチャージャインレッ 

卜の4界〇切換アクチュエータ用負圧取出口（30)の 

ニップルにバキュームゲージのホースを接続する。

(3)アイドリング状態で負茁を読み取る。

八/〇アイドルアッフ用ニツフル

ド12.38 52-201

4…〇アクチユエータ用ニップル

^2.37 52-596

バキューム正常値

(111111112)

—車 430〜530

30車
350〜470

330〜450

注意

新車時（1，000—ぐらいまで）はNA車： 400111111130 

車⑽ 丁）： 320111111N2, 50車（迟〇ゾ丁）： 300111ぐら 

いになっている時もある。

⑷指針の揺れが正常値の範囲外であったり，揺れが 

異常の場合は次表により点検，調整する。

バキュームゲージ指針と不良個所

バキュームゲージ指針 不良個所

① インテークマニホールドガス

ケ ット，キヤブレータガスケッ

正常値より小さい 
値を示す

卜部の漏れ
②イグニションタイミングの遅 

れ，バルブクリアランスが狭い

③ バルブガイドすき間大
④ バルフシートの漏れ
⑤ バイパスバルブガスケット咅6

正常値より小さい 
値を示す

の漏れ
⑥スーパチヤージヤ入口，出口 

ガスケット部の漏れ
⑦ エアインテークダクトクラン

プ部の漏れ

⑧ キャブレータ調整不良

正常値より大きい ① 点火時期進みすぎ

値を示す ② バルブクリアランス過大

正常値の上下に振 ① 点火系の不良
動する ② キャブレータ調整不良

38



準備品

5 丁
89990 4100 リムーノ く/ストレートピン 00：[のスプリングピン脱着用

49960 5400 エンジンハンガ エンジントランスミッション八33丫つり下げ用

工具

車体昇降用オートリフト 車体の昇降

クーラント回収容器 クーラントの回収用（容量： 7〜8公）

ビニルホース

エンジン受台 エンジンの昇降

油月旨 
その他

スバルクーラント クーラントの補充

エンジンハンガ

国整備要領 

--------取外し

く注記〉

作業の安全性からエンジン八33丫（エンジン十トラ 

ンスミッション）で脱着することを標準作業とする。 

ボデーリフトアップ時後輪が自由に回るように，あ 

らかじめハンドブレーキをゆるめておく。

リフト作業の場合は，作業項目により随時リフトア 

ップ，リフトダウンする。

(1) オートリフト等へ車体をアップできる状態にセッ 

卜する。

^リフトアップポイント 

フロント：サイドフレームのブラケット部 

リア：リアクロスメンバ下面 

幸詳細は1 -5リフト(&ジャッキアップポイントの章 

を参照のこと。

(2) 燃料系の燃圧を低下させる。

1燃圧低下王^

①フューェルポンプハーネスのコネクタを分離す 

る。

③エンジンを始動し，エンストするまで回し，エ 

ンジン停止後更にスタータを約5秒間まわし，イ 

ダニシヨン3界を〇ド孖にする。

⑶バッテリ㊀端子を取外す。

⑷トラップドアを取外す。

⑸リアバンパ(バン，トライ系）およびリアフード（卜

ラック系）を取外す。

トラックは同時にライセンスランプおよびパ'.ック 

ランプのコネクタも分離する。

鲁リアバンパ取外し作業要領は，5-2ボデー外装の章 

「リアバンパ」の項を参照のこと。
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エンジン脱着——取外し

—取外し---------------------------------------------------

⑹エアクリーナケースを取外す

① ホース類をエアクリーナケースから取外す。

② エアクリーナケース取付ボルトおよびナットを 

取外し，エアクリーナケースを取外す。

#エアクリーナケース取外し作業要領は，2-8エアイ 

ンテークシステムの章の「エアクリーナ八55丫」の項 

参照のこと。

⑺リフトアップする。

⑻ダイアゴナルメンバ(左，右）を取外す。

⑼マフラ関係の取外し。

① エキゾーストパイプカバーを取外す。

② ベローズカバーリヤを取外す。

③ ベローズカバーフロントを取外す。

④ エキゾーストマニホールドプレートを取外す。

⑤ マフラハンガブラケットとクッションを一体で

取外す。

⑥ マフラカバーの取付ボルト（4本）を取外す。

⑦ エキゾースト温度センサのコネクタを分離する。

⑧ マフラとマフラハンガクッションフロントとの

取付ナット（1個）を取外す。

⑨ マフラのフランジ部とエキゾーストマニホール

ドの取付ナットを取外す。

⑩ マフラとマフラカバーを一体でボデーから抜き 

取る。

馨マフラ関係の取外し作業要領は，2-10エキゾースト 

システムの章を参照のこと。

⑽キャブレータプロテクタ（NA車）およびスロット 

ルボデープロテクタ（30車）を取外す。

キャブレータプロテクタ

「16.2 5 2-146

スロットルボデープロテクタ

円る？ 5 2 -206

⑽ハーネス類の取外し

皿車

①スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを

スタータから分離する 〇

②ミッションハーネスのコネクタを分離する 〇

ミツシヨンノヽー不ス
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エンジン脱着——取外し

取外し

③エンジンメーンハーネスおよびサーモスイッチ 

のコネクタを分離する。

ハーネス

「も5

エンジンメーン 
ハ—ネス

5 2-148

④オルタネータの夕ーミナルおよびコネクタを取

⑧ハイテンシヨンコード（イグニッシヨンコイル

デイストリビュータ間）を取外す 〇

闩2. 8 52-151

⑨エンジンアースケーブルを取外す。

⑤ イグニッシヨンコイルのコネクタを取外す。

⑥ ディストリビュータハーネスのコネクタを取外

す。

⑦ レジスタのコネクタを取外す。

① スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを 

スタータから分離する。

② トランスミツションハーネスのコネクタを分離

する。

ド 12.10 5 2 -207
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エンジン脱着——取外し

取外し

③0。センサハーネスのコネクタを分離する。

印1 5 2 -208

④ブラシホルダハーネスのコネクタを分離する。 

氓〇乂丁車）

ド12.12 5 2 -209

⑤ エンジンメーンハーネス（ 2個）およびサーモス 

イッチのコネクタを分離する。

⑥ オルタネータのターミナルおよびコネクタを取

外す。

エンジンメーンハーネス

オルタネータハーネス

「12.13 52-210

⑦デイストリビュータおよびイグナイタハーネス 

(2個）のコネクタを分離する。

「略14 5 2-211

⑧ ハイテンションコード（イグニッションコイル

〜ディストリビュータ間）を取外す。

⑨ エンジンアースケーブルを取外す。

⑽ケーブル類の取外し

①スピードメー タケーブルをトランスミッシヨン

から取外す 〇

「12.15 5 2-153
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エンジン脱着------取外し

取外し

②アクセルケーブルをキャブレータ（NA車）およ 

びスロットルボデー（50車）から取外す。

ド12.16
アクセルケーブル

5 2-154

ブラケットごと外す

アクセルケーフル 

「1る17 5 2-212

③シフトコントロールケーブルおよびセレクトコ

ントロールケーブルをトランスミッションから取

外す。（1\^丁車）

セレクトコントロールケーブルの取外しは床下から

行なう。

ブラケットより
外す

ドは.18 53 -440

セレクトコントロールケーブル

印9 5 2-3。7

④兄〇又丁のセレクタケーブル（1本）をブラケット 

ごとトランスミッションから取外す（60マ丁車）

ブラケットご

通
ぐげ,1

1

1

1

ノ

^2.20 5 2 -213

⑤クラッチケーブルをフォークレバーより取外し， 

ケーブルのブラケットをトランスミッションより 

取外す。〈IV[丁車）

^2.21 53 -423
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エンジン脱着-------取外し

取外し

⑥スピードメータケーブルの樹脂クランプを取外

す。（床下作業）

注意

エンジン脱着時にケーブル類をひっかけないように

ボデーにテープなどで固定しておく 

⑽ホース類の取外し

〇

取付時の誤配管を防ぐために，マーキング等をして 

おくこと。

① ブレーキブースタのバキュームホースをインテ 

ークマニホールドから取外す。

② エバポホースをキャブレータから取外す。

③ フューエルホース（デリバリ，リターン）をキャ

ブレータから取外す 〇

フユーエルデリバリホース

リターンホース

フレーキ 
フースタホース

闩2.22 52-155

④ 4界1)アクチュエータ用バキュームホース（ 2

本）をチヱックバルブの所で分離する。（セレクテ 

イブ4界〇車のみ）

「12.23 52-156

① ブレーキブースタのバキュームホースをスーパ 

チャージャから取外す。

② エバポホースをスロットルボデーより取外す。

ド12.24 5 2-214

③フューエルホース（デリバリ，リターン）をェ 

ジン側で取外す。

フユーエルホースここから外す

ド12.25 5 2-215

④ 4界〇アクチュエータ用バキュームホース（2

本）をチヱックバルブの所で分離する。（セレクテ

イブ4界〇車のみ）
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エンジン脱着 取外し

取外す

⑤丑〇乂丁オイルクーラホース（2本）を取外す。 

汨〇マ丁車）

霧^^^

オイル流出を防ぐために]\110ボルト等でホースに栓

をしておく
巳〇ソ丁オイルクーラホース

7

〇ノ

〇

检をする。

ド18.26 5 2-216

⑥圧カセンサホースを取外す 〇

力^

〇
,0- ，ぐ

\
^35^、ソ (1

〇 圧カセンサ 
ホース

⑽リフトアップする 〇

⑽デフロックアクチュエータ八55丫をトランスミッ 

シヨンから取外す。（デフロック付4评〇車のみ）

マ
人

〇

デフロックアクチュエータ八33 丫

^2.29 5 3 -428

⑽冷却水を排出する

注意

冷却水が飛び散らないようにビニールホースを用意 

し，ドレンコックの排出口にホースを取付け，ドレ 

ンコックを開く。

冷却水の受皿を用意し，回収する。

0

「12.27

⑦130ホース（ 2本）を取外す

5 2 —217

巴〇ホース

闩る28 52-218

ドは.30

(17)スプラッシュガードを取外す

ヒニールホースを差し込む 52-157

〇

5
1：

剛,

スプラッシュガート
「12.31 5 3 -424
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エンジン脱着一一取外し

—取外し--------------------------------------------------

⑽プロペラシャフトをトランスミッションから分離 

する。（4界0車のみ）

① プロペラシャフトとフロントデイファレンシャ 

ルの結合ボルトを取外す。

② プロペラシャフトをトランスミッションから引 

き抜く。

-プロペラシャフト取外し作業要領は3-4ドライブ 

システム公アクスルの章「プロペラシャフト」の項を 

参照のこと。

#プロペラシャフトをトランスミッションから引き抜 

く時，オイルが流出するので，あらかじめ排油缶， 

キャップを準備しておく。

-プロペラシャフト脱着時，トランスミッションの才 

イルシール，スリーブヨーク摺動面に傷付けないよ 

う注意すること。

馨プロペラシャフト引き抜き後，トランスミッション

にキャップをし，オイルの流出を止める。

⑽ピッチングストッパを取外す。

⑽ラジエータホースおよびヒータホースの取外し。

，ホース分離時，冷却水がこぼれ出るため，ホースの 

下に冷却水受皿をセットしておく。
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财車

フジエータホース（ 2本）およびヒータホースを水管 

部より分離する。

厂セ.33 5 2-158

30車

ラジェータホース（2本）を水管部から分離し，ヒー 

タホース（1本）をエンジン側で分離する。

ド12.34 5 2-219

⑼リヤアクスルシャフト（左，右）をトランスミッシ

ヨンより分離する。

ピン抜き工具を使用してスプリングピンを抜く

「15.35 5 3-165



エンジン脱着——取外し

取外し

⑽フロントエンジンマウントクッションラノく一の取

付ボル^卜を抜く 〇

クッシヨンラノく一

取付ボルト

ド12.36 52-161

⑽エンジンオイルクーラホース（2本）を取外す。 

ラジェータ水管および気水分離ホース部から分離 

する。汨〇又丁車のみ）

⑽リフトダウンする 〇

(25)ラジエータエアベントホースをエンジンから分離 

する。（ノゞン，トライ系）

ド12.38
〇

エアベントホース

0

5 2-160

⑽エンジン台を入れて高さを調整する

円2.39 5 2-162

(27)エンジンクロスメンバ取付ボルト（4本）を取外し

車体と分離する。

ンジンクロスメンノベ'

取付ボルト

ド 12.40 5 2-163

⑽エンジンにクロスメンバを付けた状態で車体から 

引き出す。

嫌^^

，エンジン引き出し時にハーネス，ケーブル等にひっ

かけないように注意する 〇

ブーツ（アクスルシャフト）の損傷がないように注意

する。

ボルト類，取外した部品を整理しておく。

^2.41

メンノ くを付' 
けた状態で 
引き出す。

5 2-184
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エンジン脱着--------エンジンとトランスミツシヨンの分離

——エンジンとトランスミッシヨンの分離一

く注記〉

車体から取外したエンジン參トランスミッション 

八35丫をバイス台上等へ作業し易いようにセットす 

る。

修エンジン.トランスミッション八88丫をホイスト等 

で昇降あるいは移動させる場合は安全のため3点釣 

りとする。

NA車

ドセ.42 5 2-165

50車

〔5丁〕
49960 5400
エンジンハンガ

ド12.43 3 2-221

(1)マウンティングブラケット乙11の取外し

① クラッチリターンスプリングを取外す。

② ブラケット乙！1の取付ナット4個を取外す。

③ ブラケットし11とクッションラバーを取付

けている通しボルトをゆるめる。

11ボル

ド12.44 52-169

④クロスメンバを後方へ動かしながらブラケット 

乙！1をクロスメンバと一体で取外す。

(2)クロスメンバの取外し

①クロスメンバとクッションラバー尺!！を取付け

ているナットを取外す 〇

クッシヨン 
ラバ—州

^8.45 52-170

②クロスメンバとクッションラバー尺IIを分離し 

クロスメンバを取外す。
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作業項目により随時ホイストによりアップ，ダウン 

するので，エキゾースト部品，クロスメンバ等を保 

護すること。



エンジン脱着------- エンジンとトランスミッシヨンの分離

エンジンとトランスミッションの分離

⑶スタータ八33丫を取外す。

⑷フリーアクスル用バキュームタンクを取外す。 

⑸ブラシホルダをトランスミッションから取外す。 

汨〇又丁車のみ）

ブラシホルダ

ド12.48 5 2 -223

(6) 20\^丁コントロー ルケーフルをスロットルボア、'

一側でブラケットごと取外す。氓〇ゾ丁車のみ）

コントロー ノレケーブル

产V

ド12.47

(7)スティフナを取外す。

5 2 -224

厂12.48 52-172

(8)フロントエンジンマウントをトランスミッション

から取外す。（必要に応じて取外す。）

取付ボルト

フロントエンジン 

マウント

ド18.43 52-173

(9)マウンティングブラケット尺^[の取外し

ブラケット尺!！とエンジンを取付けている4本の 

ボルトを取外し，ブラケット尺！1をエンジンから分 

離する。（必要に応じて取外す。）

ブラケット阶1

ド12.50 52-171

⑽ラジエータホースを取外す。（必要に応じて取外 

す。)

(11)エンジンとトランスミッシヨンを分離する。

氓(:VI車のみ）

春分離する際，電磁クラッチのスリップリングを損傷 

しないように注意する。

，分離する際，オイルポンプシャフトの曲げ等に注意 

する。

鲁メーンドライブギヤ用オイルシールがクラッチ側に 

脱落していないことを確認する。

⑽エンジンをエンジンスタンドに取付ける。（必要に 

応じて取付ける。）
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エンジン脱着 エンジンとトランスミツシヨンの維持

——エンジンとトランスミツシヨンの組付け一 

く注記〉

取付時には次の事項を注意する。

，エンジンマウント，ロッド等のラバーブッシュの摩

耗，損傷を点検する。

參トランスミツシヨン取付時，レリーズべアリングホ 

ルダ及びクリップ等が脱落し易いので注意する。

(1) エンジンからエンジンスタンドを取外す。

(2) エンジンとトランスミツションを結合する。

1^丁車

，メーンシャフトのスプライン部にニチモリ丁05ま 

たはド又2200グリースを均等に塗布すること。

鲁メーンシャフトとダイヤフラムスプリングとの接触 

による変形，破損に注意する。

已〇乂丁車

^組付時，電磁クラッチのスリップリングを破損しな 

いように注意する。

^組付時，オイルポンプシャフトの曲げ等に注意する 

參メーンドライブギヤ用オイルシールがクラッチ側に 

脱落していないことを確認する。
，エンジンリヤプレートのトランスミッション接合面 

には，シーリングのためのスポンジが接着されてい 

るが，このスポンジが汚損し再使用が不可能な場合 

には、スポンジをきれいに取去り，ミッション側接 

合面に液体パッキンスリーボンド#12070を均等に

塗布し、エンジンとミッションを結合させる。

⑶20\^丁コントロー ルケーフルをスロットルポア、、

一に取付ける。汨〇乂丁車のみ)

⑷ブラシホルダをトランスミッションに取付ける。 

冚〇又丁車のみ）

⑸フリーアクスル用バキュームタンクを取付ける。 

⑹スタータ八33丫を取付ける。

【車

^12.53 52-174

2.5 土 0.31^一⑴

「1^54 5 2 -223

⑺ラジェータホースを取付ける。
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エンジン脱着-------- エンジンとトランスミッシヨンの組付け

エンジンとトランスミッションの組付

(8)フロントエンジンマウントをトランスミッシ

に取付ける。

3

以55

(9)ステフナを取付ける。

6.3 土 0,54-⑺
5 2-173

ドば58 ----- --------------------------------- 22-172

⑽マウンテイングブラケット尺！！をエンジンに取付

ける 〇

F\^^ .7土 0.54-⑺
52-171

(11)マウンテイングブラケット尺!！とクロスメンバ'と 

の取付け。

①ブラケット尺只にクッションラバー尺!！夯取付

ける 0

クッシヨンラバーの突起部をブラケットの穴に確実

に挿入して取付けのこと 〇

丁

突起部を合わせる 

6.--------

ド12.58 5 2-176

②クロスメンバとクッションラバー尺!！を組付け 

る。

F\^

(12)マウンティングブラケットし只の取付け。

① ブラケットをトランスミッシヨン側に合わ

せて取付ナット4本を締め付ける。

② ブラケットし幵とクッシヨンラバー乙11を取付 

けている通しボルトを締め付ける。

5.5土丨.04-⑺
^18.601(

③クラッチのリターンスプリングを取付ける
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エンジン脱着一取付け

取付け

(1) エンジン.トランスミッション八337をエンジン

受台にのせて車体にセットする。

(2) フロントエンジンマウントのクッションラノゞ一の

通しボルトを挿入し，仮止めする。

「12.61

⑶クロスメンバを車体に取付ける。

52-161

丁| 6.5土 1.04,⑺

5 2-163「12,62ッ

(4)エンジン受け台を引き出す。

⑸フロントエンジンマウントの通しボルトを本締め

する 〇

9.0土丨.0—-⑺

「私63 52-161

⑹エンジンオイルクーラのホースを取付ける 

氓〇 VI車のみ）

厂12.64 | | 广ノ\\ 丨 I \ 5 2-220

⑺リアアクスルシャフトを取付ける。

-スプリングピンは新品を使用する。

，スプリングピン打込み時，〇〇了ブーツを損傷しない 

よう注意する。

(8)ラジエータホース（ 2本）およびヒータホースを取 

付ける。

0ホース差し込量は30〜351111IIとする。

ホースクランプは必ず所定の向きに取付ける 〇

馳車

ド12.65
〔/〇アウトレット ヒータホース

52-158

(已…丁）オイルクーラホニス 
…、' 飞/〇 小ース

^6.66 32-219
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑼ピッチングストッノ、。を取付ける。

F\^^ 53 -427

⑽プロペラシャフトを取付ける。（4界0車のみ)

1.8土 〇パは -111

ロペラシャフト取付け作業要領は3 —4ドライ 

システム公アクスルの章「プロペラシャフト」の項を 

参照のこと。

⑼スプラッシュガードを取付ける。

⑽デフロックアクチュエータ八33丫を取付ける。（デ 

フロック付4^0車のみ）

スプラッシガード

ド12.68 5 3-424

⑽クラッチケーブルの取付け

① クラッチケーブルをフォークレバーに取付ける

② クラッチケーブルのブラケットを固定する。

エンド部にグリースを塗布し偏摩耗を防止する。

グリース
才ートレックス八

サンライト2号

(14)ケーブル類の取付け

① メータケーブル樹脂クランプを取付ける。

② セレクトコントロールケーブルをトランスミ 

シヨンに取付ける。（…丁車）
ぐセレクトコントロール

ツ

円2.69 5 2-307

③ リフトダウンする。

④ シフトコントロールケーブルをトランスミッシ

ヨンに取付ける。（％丁車）

ドは.70 5 3 -440

⑤圮〇又丁セレクタケーブルを取付ける。氓〇又丁車)

セレクタケーブル

〇：

I
〇

「12.71 5 2-213
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑥ スピードメータケーブルをトランスミッショ 

に取付ける。

⑦ アクセルケーブルをキャブレータ⑼八車）およ 

びスロットルボデー（3(：車）に取付ける。

ド12.72 アクセルケーフル
5 2-154

ド 12.73

⑽ホース類の取付け

5 2-212

① 4评〇アクチュエータのバキュームホース（2

本）を接続する。（セレクティブ4界〇のみ）

「12.74 5 2-177

②フユーエルホース（デリバリ，リターン）をキヤ 

レータに取付ける。

フユーエルデリバリホース 

フユーエルリターンホース

「16.75 52-178

③ ブレーキブースタのバキュームホースをインテ 

ークマニホールドに取付ける。

④ エバポホースをキャブレータに取付ける。

「12,76 5 2-155

⑤ラジェータェアベンドホースを取付ける。

(バン，トライ系）

^2.77 5 2-160
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エンジン脱着——取付け

取付け

①丁オイルクーフホース（2本）を取付ける。

め

〇,

巳〇ソ丁 
クーラホース へ

〇

(1/ // / \\11 、、レ,,バ /ノ 丨1 ，4 1りし」 八入 V
/ XV ノ\

1 \ハ\一

ドセ.78

②圧カセンサホースを取付ける。

52-216

0 ―V て

\
〇, 圧カセンサ

ホース

ぬ

「12.79 5 2-217

③ 4界1)アクチュエータのバキュームホース（2 

本）を接続する。（セレクティブ4界0のみ）

④ 130ホース（2本）を取付ける。

〇

V！

〇]

13〇ホ—ス

厂12.80 52-218

⑤ ラジエータエアベンドホースをエンジンウォー 

タアウトレットに取付ける。（バン系のみ）

⑥ フューエルホース（デリバリ，リターン）を取付

ける フユーエルホース

II
.0

丨丨

ド12.81 3 2-215

⑦エバポホースを取付ける。

⑧ブレーキブースタのバキュームホースをスーパ

チャージャに取付ける。

\\

〇

ブレーキフースタ
ホース

1)

エノヽホホ ス

「‘82

⑽ハーネス類の取付け

5 2-214

财車

① エンジンアースケーブルを取付ける。

② ハイテンシヨンコードを取付ける0
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エンジン脱着-—取付け

取付け

③ デイストリビュータハーネスのコネクタを接続

する。

④ レジスタのコネクタを接続する。

⑤イグニシヨンコイルのコネクタを接続する。

イグニシヨン 
コイルハーネス

ド略8 3

レジスタハーネス 

〒ベ、ス厂/ビニータノ、ーネス

5 2-150

⑥ オルタネータのターミナルおよびコネクタを接

絞1る。

⑦ エンジンメーンハーネスのコネクタおよびサー 

モスイッチのコネクタを接続する。-

ハ'一'ネス

ド12.84 5 2-148

⑧ ミツシヨンハーネスのコネクタを接続する。

⑨ スタータ㊉ケーブルおよびコネクタを接続する。

ミツシヨンノヽーネス

スタータ
ハーネス

㊉ケーフル

闩8.8 5 5 2-147

① エンジンメーンハーネス（ 2個）およびサーモス 

イッチのコネクタを接続する。

② オルタネータのターミナルおよびコネクタを接

続する 〇

エンジン 

フメ—ンハーネス

オルタネータハーネス

円る8 6 5 2 —210

③デイストリビュータおよびイグナイタハーネス

(2個）のコネクタを接続する 0

デイストリビュータ 
ハーネス

イグナイタ
ノ \ —ネス

「12.87 52-211

④ ハイテンシヨンコード（イグニッシヨンコイル

〜ディストリビュータ間）を取付ける。

⑤ ブラシホルダハーネスのコネクタを接続する。 

(它〇マ丁車）

ブラシホルダ 
\ーネス

^8.88 5 2 -209
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エンジン脱着——取付け

取付け

⑥ エンジンアースケーブルを取付ける。

⑦ スタータ㊉ケーブルおよびスタータハーネスを 

スタータに接続する。

⑧ トランスミツシヨンハーネスのコネクタを接続

する 0

^2.89

⑨02センサハーネスのコネクタを接続する

11011

5)

〇2センサ
ノ、ー ネス

/

㈣

⑽〇 5 2-208

⑽キャブプロテクタ（NA車）およびスロットルボデ 

ーブロテクタ（30車）を取付ける。

⑽マフラ関係の取付け

①マフラとマフラカバーを一体でボデーにセット

する 〇

② マフラのフランジ部とエキゾーストマニホール

ドを接続する。

③ マフラとマフラハンガクッシヨンフロントとの

取付ナット（1個）を取付ける。

④ エキゾースト温度センサのコネクタを接続する

⑤ マフラカバーの取付ボルト（4本）を取付ける。

⑥ マフラハンガブラケットを取付ける。

⑦ エキソーストマニホールドフレートを取付ける

⑧ ベロー ズカバーフロントを取付ける。

⑨ ベローズカバーリヤを取付ける。

⑩ エキゾーストパイプカバーを取付ける。

參マフラ関係の取付け作業要領は，2—10エキゾース 

トシステムの章を参照のこと。

⑽ダイアゴナルメンバ(左，右）を取り付ける0

丁 7. 0+1. 8^-111
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エンジン脱着——取付け

—取付け------------------------

(20)エアクリーナケースの取付け

①
②

52-144

(22)フューェルポンプハーネスのコネクタを接続する

卞12.35 52-204

¢3) ノぐソテリー㊀端子を接続する0

⑽アクセルケーブル、迟〇ン丁コントロールケーブル 

およびクラッチケーブルの作動状態（ひっかかり等 

がないか）、遊び量の点検を行う。

もし調整が必要な時は、「クラッチ」、巧〇ソ丁」お 

よび「ペダル泣ケーブル」の章を参照し調整すること〇 

(25)冷却水の注入

-冷却水注入の作業要領は2 ― 7エンジンクーリング 

システムの章を参照すること。 ，

⑽トラップドアを取付ける。

(27)車体をリフトから降ろす。

厂18.94 5 2 -205

響エアクリーナケース取付け作業要領は，2 —8エア 

インテークシステムの章「エアクリーナ八337」の項 

参照のこと。

(21)リアバンハ。(バン，トライ系）およびリアフード（卜

ラック系）を取付ける 〇

ライセンスランプ，バックランプのコネクタを接 

続する。（トラック系）

リヤバン八取付け作業要領は，5 — 2ボデー外装の 

章「リヤバンパ」の項を参照のこと。

30：

似

エアクリーナケースを取付ける。 

ホース類を接続する。

庫
エアベンドホース 吸気ダク丨

フローバイホース

車
吸気ダクト

フロ ーノ \イホース

気熱ク
吸予ダ

1

1
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準備品

499815500 エンジンスタンド001（ドミンゴ共用） エンジン分解、組立作業用 1

49845 5600 エンジンスタンドアタッチメント（新設） エンジンスタンドとエンジン取付ボス部 
のアタッチメント

49920 5880 クランクシャフトプーリレンチ（新設） クランクプーリ脱着

49827 5800 フライホイールストッパ（尺丘乂共用） クランクシャフトの回り止め

49872 5500 ガイドリアオイルシール （旧共用） クランクリアオイルシールの圧入ガイド

49872 5600 プレスリアオイルシール （旧共用） クランクリアオイルシールの圧入用

49874 5600 ピストンガイド （尺丑又共用） ピストン、ピストンリングのシリンダ 
への挿入

49920 5700 プ-ラ[說容てプ)”⑽X共用)
クランクプーリ、クランクスプロケット 
の取外しおよびクランクプーリの回転合

49952 5500 ボルト（プーラ用） ，（新設） クランクプーリ、クランクスプロケット 
の取外し

49958 5600 ガイドオイルシール （尺迟乂共用）
フロントオイルシール、オイルホンフへ|

の圧入

49958 6100 ガイドオイルシール （新設） フロントオイルシールの圧入用. |

49958 6200 ガイドオイルシール （新設） フロントオイルシールの内径ガイド

油脂
その他

スリーボンド#1215 液状ボンド
オイルポンプのシリンダブロック接合面1

スリーボンド#12070 液状ボンド
シリンダブロックとオイルパンフランジ
取付面

オイル エンジンオイル
エンジン部品の組付時の塗布用 |
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エンジン主機——準備品

エンジンスタンド〇0^1卩し

5 2-363

クランクシャフトプーリレンチ

5 2-384

ガイドオイルシール

「也1

エンジンスタンドアタッチメント

ボルト（プーラ用）

ガイドオイルシール

5 2 -366
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エンジン主機 構成部品

構成部品

「セ2

後面（フライホイール側)

5アリング 

キヤッフシール

シリンダヘッド

シリンダブロック 前面（タイミングベルト側)

シリンダへッドガスケット
# Iベアリング 

キャップ

ステイフニングプレート

52 344

クランクピン

ピストン（3¢)

クランクシャフト

クランクシャフト 

メイーンベアリング

キャップ(コンロッド)

ビストンピン

ビストンピン 

サークリップ

コンロッドべアリング

ベアリング 

キャップ

コンロッドべアリング

5 2-345 「ぼ. 32-346

62



エンジン主機——トラブルシューテイング

国トラブルシューティング

故障現象 推定原因 点検の要点 1

エンジン内部

異音

-ピストン打音 
嫌ビストンピン打音

-クランクシャフトメーンメタル打音 
#コンロッド大端メタル打音 
-バルブ打音

-クラッチ切断時の異音

ピストンクリアランスおよび、ピストンの当り具合 
コンロッド小端内径とビストンピンすき間 
ピストンボスとピストンピンのすき間 
クランクシャフトとメーンべアリングのすき間 
クランクピンとコンロッド大端べアリングのすき間 
バルブクリアランス 
バルブシートの当り具合 
バルブスプリングの損傷、折損 
クランクシャフトのサイドすき間

オイル消費大

^オイル漏れ
鲁クランクシャフトオイルシール 
，オイル上がり

ピストンリングすき間不良 
シリンダとピストンの摩耗 

-オイル下り
バルブステムシールの摩耗 
バルブガイドとステムの摩耗

ブローバイホース、およびオイルポンプ等の取付部 
クランクシャフト（フロント、リヤ）オイルシール状態

ピストンリング取付位置、リングの合い口すき間 
ピストンリングの摩擦および、ピストンの当り具合

ステムシールの状態
バルブガイドとバルブステムのすき間およびステムの状態

燃料消費大
#压縮漏れ

-異常燃焼

シリンダヘッドガスケットの損耗 
シリンダへッド取付ボルトのゆるみ
スパークプラグガスケットのへたり 1

スパークプラグの締付不良
インテークマニホールドガスケット 
バルブシートの当り具合 
ビストンリングの摩耗 
燃焼室内のカーボン堆積状態 
ピストン頂面のカーボン堆積状態

オーバーヒート
-冷却水不足

ヘッドガスケットの損耗
シリンダブロック、シリンダへッド水路系の詰り 
ウォーターポンプ又は、サーモスタットの作動不良 
ラジエータファンの作動不良 
ホースクランプの締付またはホースの亀裂の有無

クランキング

不能
-主機又は動弁系の異常

クランクシャフトメーンベアリング 1

コネクティングロッドベアリング
カムシャフト
ロッカシャフト
ピストンとシリンダの焼付
動弁系の異常

その他エンジ

ン不調

-燃料系統の異常

-点火系統の異常

燃料不足、燃料切れ 
燃料供給系統の詰り 
キャブレータ 
バッテリ
ディストリビュータポイント 
スハ。ークプラグ、ハイテンションコード
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エンジン主機——エンジン六53 丫分解.組立概要

圓エンジン八55丫分解.組立概要

——分解.組立

く注記〉

ここでは，エンジンの大まかな分解.組立順序のみ 

を示している。作業の詳細.注意事項.点検項目等 

は各々該当する項を参照すること。

準備.エンジン八33丫をスタンドに取付ける。

⑴エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

(2) Vベルト，オルタネータ，オルタネータブラケット 

を取外す。

(3) インテークマニホールドとキャブレータを一体で

取外す。（NA車）

(4) インテークダクト，コレクタチャンバ，フューエ 

ルデリバリパイプ，インジェクタ，インテークマニ

ホールドを取外す。（30車）

⑸スロットルボデーを取外す。（80車）

(6) スーパチャージャ，スーパチャージャブラケット

を取外す。（50車）

(7) ディストリビュータ，ハイテンションコードを取

外す。

(8) ウォータパイプ，サーモスタットケースを取外す0

(9) ノックセンサ（50車），エンジンハーネスを取外す。 

⑽クランクプーリを取外す。

(11) クラッチ，フライホイール，エンジンリヤプレー

卜を取外す。

(12) オイルレベルゲージガイド，タイミングベルトカ 

バーを取外す。

⑽テンショナ，タイミングベルト，クランクスプロ 

ケット，カムスプロケットを取外す0

(14) タイミングベルトカバー（へッド側）を取外す0

(15) ロッカカバーを取外す。

(16) シリンダヘッド，ガスケットを取外す。

(17) ウォータポンプを取外す。

(18) エンジンスタンドを取外す。

⑽オイルパンを取外す。

⑽オイルストレーナを取外す。

(21) スティフニングプレートを取外す。

(22) オイルフィルタを取外す。

(23) オイルクーラを取外す。出〇又了車）

(24) オイルポンプを取外す。

⑽コンロッドキャップを取外す。

⑽クランクシャフトキャップを取外す。

(27)クランクシャフトを取外す。

⑽メーンベアリング，スラストベアリングを取外す。 

⑽ピストンとコネクテイングロッドを一体でシリン 

ダブロックより抜く。

(30) ピストンの分解

① サークリップ，ピストンピンを外し，ピストン 

とコンロッドを分離する。

② ピストンリングを取外す。

(31) シリンダへッドの分解

① バルブロッカ八33丫を取外す。

② カムキャップを取外す。

③ カムシャフトを取外す。

④ バルブスプリングを取外す。

⑤ バルブを抜き取る。

⑽オイルポンプの分解

① オイルポンプカバーを取外す。

② インナロータ，アウタロータを取り出す。

く組立〉

く組付時の注意事項〉

① 各部品は充分に清掃する。

② 回転部および摺動部には，エンジンオイルを塗 

布して組み付ける。

③ オイルシール，リップ部には，エンジンオイル 

を塗布して組み付ける。

④ ガスケット類は新品と交換する。また，漏れ防 

止のため必要箇所には液体パッキンを使用する。

⑤ キー，ピン，ボルト類も必要に応じて新品と交

換する。

(1)組立は，分解の逆手順で行う。
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エンジン主機-------シリンダヘッド

整備要領（1)シリンダヘッド

取外し

く注記〉

車上で取外しを行なう場合は取外しの前に次の作業 

を行う。

① 3(：車は燃圧を低下させる。（エンジン脱着の章参 

照）

② トラップドアを取外す。

③ リフトアップし，右後輪を取外す。

④ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを取

外す0

エンジンルー厶カバー

^6.5 5 2-078

エンジン八33丫を車体から降ろしてから作業する場 

合はエンジンスタンドにセットする。

エンジンスタンド 
アタツチメ

②インテークマニホールドをキャブレータが取付 

いたままの八33丫状態で取外す。（NA車）

5(：車は，コレクタチャンハ％フューエルデリバ 

リパイプ，インジヱクタを取外し，インテークマ 

ニホールドを取外す。
フューエルデリバリパイプ

コレクタチャンバ

-1、ノっ-----ク
マニホールド

インジ：I：クタ

「也7 5 2-079

③ ウォーターアウトレツトハウジングを取外す。

④ デイストリビュータおよびハイテンションコー

ドを取外す。
⑤ エキゾーストマニホールドカバーおよびエキゾ 

ーストマニホールドを取外す。

⑥ レベルゲージガイド，クランクプーリ，タイミ 

ングベルトカバーを取外す。

クランクプーリ外しには特殊工具クランクシャフト 

プーリレンチを用いる。（車上整備)，または，フラ 

イホイールストッパを用いる。（エンジン単体作業）。

リアクロスメンバ 
に掛ける

^ 8ボルト4本で 
プーリに固定する

5 2 -408 .500
エンジンスタンド

⑴エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

(2)関連部品の取外し

①オルタネータベルト，オルタネータ，オルタネ 

ータブラケット，スーパチャージャベルトを外す

「略8 5 2 -367
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エンジン主機--------シリンダヘッド

——取外し一--------------------------------------------

クランクプーリが外れにくい時は，特殊工具： 

49920 5700プーラと49952 5500ボルトを用い取外 

す。
⑦ テンシヨナ，タイミングベルト，クランクスプ 

ロケット，カムスプロケット等を取外す。

⑧ ベルトカバー（へッド側）を取外す。

⑨ ロッカカバーを取外す。

以上，作業要領は2 — 5動弁機構の章「タイミン

グベルト公スプロケット」の項参照。

⑶シリンダへッドの取外し。

①シリンダヘッドボルトは，下図の番号順に従っ 

てゆるめる。

①⑦ ⑧⑥④

③⑤ ⑩⑧②

闩も3 5 2 -080

②シリンダへッドガスケットを取外す。

取外したシリンダヘッドを単体で置く場合は，ウエ 

スを敷き，シリンダとの取付面を上側にする。

点検^修正

(1)シリンダヘッド燃焼室

① 燃焼室内のカーボン堆積状況を点検し，汚れや 

堆積物を除去する。バルブシートの当り面を点検 

し，当りの悪いものはコンパウンドで摺合せし，

当り面積70%以上を確保する。

② ヘッドガスケットのシート材付着物は，スクレ 

ーパを使用してきれいに除去する。

③ その他，亀裂，損傷の有無を点検する。

⑵シリンダブロックとの取付面の点検

シリンダブロックとの取付面のひずみを直定規を 

用いて測定する。限度外の場合は研磨で修正する。

ひずみ限度 〇. 0510111

研磨修正限度 0.101111

シリンダヘッド全高 69.5丽

直定規

ド12.10 5 2 -368
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エンジン主機-------- シリンダヘッド，シリンダブロック

取付け

(1)シリンダヘッドガスケットは，新品を使用し，シ 

リンダへッドおよびシリンダブロック取付面を清掃 

してシリンダブロックに取付ける。

注意

シリンダへッドガスケットはNA車と80車で異な

るので注意すること

似用 冗用

(2)シリンダヘッドボルトの締付け方法。

ヘッドボルトの締付け方法は，ボルトの軸力安定 

化を図るため，従来の締付けトルク管理方法に代 

え新たな角度締付け管理方法を採用した。

① ワッシャおよびへッドボルトのネジ部にエンジ 

ンオイルを塗布する。

② 下図の番号順に各ボルトを2回に分けて，3.0土 

0.34-⑺のトルクで締付ける。全数締付後，全部の

ホルトを一^旦，完全にゆるめる。

③次に同じく番号順に2.0±0,054-⑺のトルクで

締付ける 0

④最後に全ボルトを番号順に90°増締めする。

「吃.12

⑶関連部品の取付け。

5 2-080

取外しの時の逆順序で取付ける。

(2)シリンダブロツク

——分解-----------------------------------------------------

く注記〉
作業の前に車体から降ろしたエンジンをエンジンス 

タンドに取付ける。

ド12.13 5 2-408

(1)関連部品の取外し

① エンジンオイルおよび冷却水を排出する。

② オルタネータベルト，オルタネータ，オルタネ 

ータブラケット，スーパチャージャベルトを取外 

す。

③ インテークマニホールドをキャブレータが取付 

いたままの八33丫状態で取外す。

30車は，インテークダクト，コレクタチャン

バ，フューエルデリバリパイプ，インジエクタ，

インテークマニホールドを取外す。

④ スロットルボデーを取外す。（3〇車）

⑤ スーパーチャージャ，スーパーチャージャブラ

ヶットを取外す。（30車）

⑥ デイストリビュータおよびハイテンシヨンコー

ドを取外す。

⑦ ウォータパイプ，サーモスタットケースを取外

す。

⑧ ノックセンサ（30車），エンジンハーネスを取外 

す。

⑨ ェキゾーストマニホールドを取外す。
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エンジン主機——シリンダブロック

分解

(2)クランクプーリ，クラッチ，フライホイールおよ 

びエンジンリヤプレートを取外す。

クランクシャフトの回り止めは，特殊工具：フラ 

イホイールストッパを使用する。

取付けるボルトの径に対し，ストッパの六が大き 

いので，平ワッシャを使用する。

ストッパの歯が，できるだけ深くリングギヤに当 

るように位置決めし，ボルトを締めつけ固定する。

謂ボル 平ワッシヤ 〔5 丁」498
5ライ；イ-

49827 5800
ルストツパ

エンジン 
リヤプレート

5 2-369

(3)タイミングベルト公スプロケットを取外す。

①レベルゲージガイド，タイミングベルトカバ

を取外す 〇

② テンシヨナ，タイミングベルト，クランクスフ。 

ロケット，カムスプロケット等を取外す。

③ ベルトカバー（へッド側）を取外す。

⑷ ロッカカバーを取外し，シリンダヘッドとガスケ

ットを取外す。

⑸ウォータポンプボデーを取外す 〇

丁 1.7 土 0.21^—111

「12.15 5 2 -081

(6)エンジンスタンドを取外す。

⑺オイルパン公オイルスレーナを取外す。

オイルパンカッタを使用し，オイルパンを取外す 0

オイルパンカッタ（市販品)

印6 5 2-103
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エンジン主機——シリンダブロック

分解

(8)ステイフニングプレートを取外す 〇

ブレート

5 2-082印7

⑼オイルフイルタを取外す。
(12^ 49854 5400オイルフイルタレンチを用

いる。

⑽オイルポンプボデーを取外す。

T 2,4士0,31^-111

「；艮19 5 2-104

⑽クランクシャフトキャップを取外す。

キャップ取付ボルトをゆるめ，クランクシャフト 

キャップを取外す。

金^^^
メーンべアリングの組付位置，方向性が分かるよう

順序よく並べておく。

⑼コンロッドキヤップを取外す。

コンロッドナットをゆるめ，コンロッドキャップと 

コンロッドべアリングを取外す。

注意

，コンロッド各べの取付け位置を混合しないよう順序 

よく並べておく。

參コンロッドリーマボルトネジ部に，ビニールチュー

ブをはめ，クランクピン等を傷けないようにする。

⑽クランクシャフトを取外す。

クランクシャフトを取外し，オイルシールを外す。 

メーンべアリングの位置を確認しながら取外す。

⑽スラストベアリングを取外す。

厂旧.21 5 2 -084



エンジン主機——シリンダブロック

—分解-----------------------------------------------------

(14)ピストンの取外し

① シリンダのスカート側よりピストンドームの天 

井をハンマの柄等で押して，ピストンとコンロッ

ドを一体で，シリンダヘッド側に押し出す。

② ピストン頂面にシリンダ#を書き，識別してお 

<0

ハンマの柄で押し出す

「12.22 5 2-085

⑽ピストンとコンロッドの分解

① 先端の細いドライバーを用いて，サークリップ 

を外す。

② ピストンピンを押し出して分解する。

「；も23 5 2-370

点検

⑴目視点検

① シリンダブロックを清掃する。

，ガスケット，接着剤などの付着カスを取除く。 

，シリンダボア面のカーボンの付着を取除く。

② 損傷，亀裂の有無を目視点検する。

雜特にオイルポンプの取付面，ウォータポンプの取 

付面等接合面およびシール個所を点検する。
# オイル通路につながりがないかを点検する。 

亀裂，損傷の有無は，必要に応じ，レッドチ エツ

クで点検する 〇

⑵へッド取付面ひずみ点検

シックネスゲージ

闩る24 5 2-106

へッド面ひずみ限度 0.051010

研磨修正限度 0.15111111
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エンジン主機——シリンダブロック，ビストンふビストンピン

------点検------------------------------------------------------

(3)シリンダボアの点検

シリンダボアゲージを使用して，クランクシャフ 

卜軸方向および，スラスト方向(吸排気方向）につい 

て，各々内径を測定し，摩耗，テーパ，真円度が限 

度以上の場合には，シリンダのボーリングを行ない， 

ホーニング仕上げをして，オーバサイズピストンを 

使用する。

「12.26 5 2-371

シリンダ内径 56.0〜56.0201111

真円度 （限度） 〇. 0511101

テーハ。 （限度） 0.05111111

シリンダ内径修正限度 56.5111111以下

く注記〉

ピストンのすき間合わせは，八方向②寸法を重視し 

て決める。

(3)ピストン段ビストンピン

点検

⑴目視点検

① ピストン頂面に付着したカーボンを除去する。

② 外面の損傷，亀裂，リング溝摩耗，損傷等を点 

検し，不良の場合は交換する。

⑵外径の点検

下記八寸法位置にて，マイクロメータをもついて 

最大外径寸法を測定する。

^6.28

ピストンカート部基準外径(20で）

標準値
サイズ区分1 55.975〜55.985111111

サイズ区分2 55.986995111111

0,25オーバーサイズ 56.225〜56.245111111

0.5才ーバーサイズ 56.475〜56.495111111

く注記〉
オーバーサイズピストンは，サイズ区分はない。

シリンダとピストンのすき間

標準値 0.015 ~ 0.035111111

限界値 〇. 06111111
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エンジン王機-------- シリンダブロック，ビストンゐビストンピン

シリンダボアふビストンクリアランス

(1)シリンダボアのサイズ記号がシリンダブロッ 

クのシリンダへッド取付け面，図の位置に刻印

してめる。

① ピストンは標準サイズの場合，1.2に区 

分されているので，ピストンを交換するとき 

は，このサイズ記号を読んでピストンを選ぶ。

② シリンダが摩耗しているときは，オーバサ 

イズビストンを選択する。

メーンジャーナルのサイズ区分記号刻印一 シリンダボアのサイズ区分記号刻印 
(それぞれのシリンダに対応している）

000881121
エンジン型式 

エンジン〇. ^ 0 7
一二、 1 ,

シリンダとピストンのすき間

標準値 0.015〜0.035171111

限界値 0.061111X1

ピストンスカート部基準外径（20て）

標準値
サイズ区分1 55.975— 55.9851111XI
サイズ区分2 55.985〜55,995111111

0.25オーバサイズ 56.225 ~ 56,245011X1

0.5オーバサイズ 56.475〜56.4951111

ぐ主記〉
オーバサイズビストンは，サイズ区分はない。
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エンジン主機--------ピストンみピストンピン，ピストンリング

点换

⑶ビストンピン穴の点検

ピストンのサークリップ溝を点検し，バリが生じ 

ている場合には，ピストンピンが動く程度に修正す 

る。

バリを修正する

闩2.29 5 2 -374

⑷ビストンピンの点検

① 外面の損傷を点検し，微少のギズの場合は，耐 

水性サンドペーパで修正する

② 外面損傷が大きい場合，あるいは摩耗の大きい 

ものは交換する。

③ ビストンとビストンピンのすき間

ピストンとピストンピンの
すき間標準(20で） 0,004〜0.008111111

限 界 0.015111111

⑸ピストンピンサークリップの点検

サークリップを取外した場合には，新品と交換し， 

女再使用しない。
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エンジン主機一ービス:、トンふビス:ドンピン,ビストンリング

(4)ビストンリング

取外し，点検

(1)ピストンからの取外し

ピストンリングは，指先またはピストンリングェ 

キスパンダエ具を用ぃて，ピストンから取外す。

ピストンとビストンリングの組合せが分るようにし

て置く 〇

⑵目視点検

折損，損傷，摩耗，張力の減退等がある場合，あ 

るいはオーバーサイズピストンと交換する場合には， 

使用するビストンと同じサイズ区分のビストンリン 

グを使用する。オーバーサイズは0.25, 0.5の2種有

注意

ピストンリング合い口部には，、'尺〃又は、、2尺"記 

号が刻印してある。組付けの際は刻印記号をピスト 

ン頭部側に向けて組付ける。

ビまたは％ 2で 
マーク

トップリング 
セカンドリング

ド12.30 2-375

トップ 

リング

1.

し3

50用は合い口すき間が小さい

セカンド 

リング

テ-パ

組合せ型
オイノレリング

スベーサ

「咕31
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エンジン主機ービストンリング

—取り外し，点検一

⑶リング溝すき間の測定

注意

ピストンリング溝とピストンリングは，清掃して置

く。

^12.32 5 2-376

標準 限度

トップリング 0.035 ~ 0.07511101 〇.15111111

セカンドリング 0.025〜0.065111111 0.15111111

オイノレリング 0 —

⑷リング合い口好き間の測定

〆 シリンダ
シビストンリングをシリンダ 

に対して水平に入れ、シッ 
クネスゲージで測定する。

ピストンリング

ツド側

10画

リング合い口すき間

ド12.33 -377

標準 限度

トッブリング
X細 0.15〜0.3111111 0.8111111

5。用 0.15~0.2501111 0.7瓜瓜

セカンドリング 0.15〜0.311110 0.8111111

オイルリング 0.1〜0.601111 0.8111111

組付け

⑴ピストンへの組付け

① ピストンのリング溝をきれいに清掃して置く。

② トップリング，セカンドリング共，表裏の組付 

け方向に注意し，合い口部の刻印記号をピストン 

項面側に向ける。

③ ピストンリングは，.ピストンに組付けた後，手 

で回し，軽く動き，ひっかかりのないことを確認

する 〇

⑵ピストンリング組付位置

ピストンリングの合い口位置は，下図のような閨 

係位置になるようにセットし，シリンダへ組付ける。

㈧側

トップリング

サイズ区分

セカンドリング
オイルリング（ロアレール）

フロント方向

オイルリング
アツパレール
回り止め

オイルリング 
(エキスパンダ)

已乂側

「セ.34 5 2 -378
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エンジン主機 コネクテイングロッド

(5)コネクテイングロッド

点検

(1)大端部サイドクリアランスの点検

クランクピンウェッブのサイドクリアランスを測 

定し，限度以上のものは，コンロッドを交換する。

シックネスゲージ

コンロッド

「18.35 52-128

コンロッドアライナ

シックネスゲージ

大端部サイドクリアランス 限度

0.07〜0.33111111 0.4111111

(2)コンロッドの点検

① 大端部スラスト面の損傷の有無を点検する。損 

傷のある場合は交換する0

② コンロッドアライナーを使用し，曲り，ねじれ 

を測定し，限度以上のものは修正又は交換する。

コンロッドアライナ

シックネスゲージ

コンロッド

闩2.38 5 2 -379

曲り，ねじれの限度
(1〇〇01！11につき）

0.101111

厂12.37

大端部べアリングの点検

①大端部ベアリングの剝離，焼付，溶損，当り面 

状況など損耗状態を点検する。

プラスチゲージを使用する方法 

測定する部分は，油，ごみ等をきれいに拭き取る。 

プラスチゲージをベアリングの幅に切り，クランク 

ピンに置き，コンロッド大端部を組付ける。

#

ブラスチゲージ

ンロッドキャップ

大端ベアリング

T 2.4 土 0.31111
「12.38 5 2-117

の作業中には，クランクピンに対してコンロッド

を動かさないこと 〇

コンロッドナットをゆるめ，ベアリングを取外し， 

プラスチゲージのつぶれ量を袋のスケールで測定す

る。
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エンジン主機--------コネクティングロッド，クランクシャフト

点検

③コンロッド大端部オイルクリアランス

標準 0.025〜0.06010111

限度 〇. 065皿!!

点検の結果，限度以上の場合は，下記のアンダサイ 

ズべアリングと交換する。

⑷大端部ベアリングサイズ

ベアリングサイズ ベアリング 
中央部肉厚

適用クランク 
ピン外径

標 準 1,488〜1.498 30,989〜31.000

0.03アンダサイズ 1,506-1,510 30.959〜30,970

0.05アンダサイズ 1,516〜1.520 30,939〜30,950

0.25アンダサイズ 1，616〜1.620 30,739〜30.750

⑸小端部の点検

ロッド小端穴を点検し，摩耗，損傷が大きい場合 

は，コンロッドを交換する。

コンロッド小端穴と 
ビストンピンすき間（標準） 0.007〜0.029111111

すき間限度 〇. 035111111

小端部内径寸法は，ロッド長手方向と，その直角方 

向とで測定寸法が異なる場合があるので，最大寸法 

ですき間を算出する。

(6)クランクシャフ

点検

⑴曲りの点検

① クランクシャフトをきれいに清掃し，亀裂の有 

無をレッドチェック等で点検し，異常がある場合 

は，交換する。

② クランクシャフトの曲りを点検する。限度以上 

の場合は交換する。

成^^||
測定は，定盤上に又ブロックを使用して，フロントジ 

ャーナルとリヤジャーナル部をのせ，センタジャー 

ナル部にダイヤルゲージを当てて測定する。

^6.40

(2)ジャーナル径およびクランクピンの点検

① ジャーナルおよび，クランクピン部の摩耗，損 

傷を点検し，不良の場合は，ジャーナルおよびク 

ランクピンを研磨修正する。

② 研磨修正した場合は，ベアリングをアンダサイ
ズに交換する。

アンダサイズは，0.03, 0.05, 0.25の3種あり 〇

楕円度 〇. 03111111

テーパ度 0,02111111

研磨修正限度 0.25111111
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エンジン主機——クランクシャフト

点検

マイクロメータ

闩2.41 5 2 —086

(3)サイドクリアランスの点検

クランクシャフトが，シリンダブロックに組付い

た状態で，#3ジャーナルのスラストベアリング部 

で，クランクシャフト軸方向のすき間を測定する。 

限度以上の場合は，スラストベアリングを交換する。

クランクシャフト 

サイドクリアランス

標準 限度

0.05〜0.222 0.30

〇;

「丨も42

(4) メイーンベアリングの点検

シックネスゲ—ジ
32-111

① 各ベアリングについて，剝離，焼付，溶損がな 

いか当り面の状態を点検する。

② 各ベアリングのオイルクリアランスをプラスチ 

ゲージを用いて測定する。（要領はコネクティング 

ロッドの項参照)①②で異常があればベアリング

を交換する 0

ベアリングキヤッブ 
ボルト締付トルク 4.0 士 0.3は -111

くオイルクリアランス〉 (単位 111111〉

標準 限度

標準
サイズ

#1、#2、#4、#5ジャーナル 0.021〜0.039 0.055

#3ジャーナル 0.027^0.045 0.060

アンダ 
サイズ

0,03アンダ

上表に同じ 上表に
同じ0.05アンダ

0.25アンダ

ジヤーナル径およびクランクピン径基準寸法とべアリング寸法 (単位：咖1)

項目

サイズ区分

クランクジャーナル部
クランクピン部

#1，林2, #4, #5ジャーナル #3ジャーナル

標準
軸径 41.973〜41.991 41.967〜41.985 30.989〜31.000

ベアリング中央肉厚 1.494〜1.512 ^— 1.488〜1.498

0.03アンダサイズ
軸径 41.943〜41.963 41.937〜41.955 30.959〜30.970

ベアリング中央肉厚 1.515〜1.518 1.515〜1.518

0.05アンダサイズ
軸径 41.923〜41.941 41.917〜41.935 30.939〜30.950

ベアリング中央肉厚 1.525〜1.528 1.525〜1.528

0.25アンダサイズ
軸径 41.723〜41.741 41.717〜41.735 30.739〜30.750

ベアリング中央肉厚 1.625〜1.628 1.625〜1.628
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エンジン主機——クランクシャフト

(7)エンジン主機組立て

——クランクシャフトオイルシールの点検——

⑴リヤオイルシールの点検

① シールリップ部の摩耗，亀裂，オイル漏れ形跡 

を目視で点検する。

② オイルシールを取り外した場合は，再使用せず， 

新品を使用する。

プレスリヤオイルシール
ド12.43 5 2-381

(2)フロントオイルシールの点検

① フロント部は，オイルポンプに組付いている。

(1)と同様に点検する。

② オイルシールの交換は，特殊工具：ガイドオイ 

ルシールをクラングシャフトに使用し，リップの 

めくれがないようにして組付ける。

「18.44 5 2-017

——組立て--------------------------------------------------

⑴組立作業上の注意事項

① 各部品は充分に清掃し，特にエンジンオイル通 

路，ピストン，シリンダボア，各ベアリング等に 

注意する。

② ピストン，シリング，クランクベアリング，そ 

の他摺動部には，エンジンオイルを塗布して組付 

ける。

③ オイルシールリップ部には，グリースを塗布し 

て組付ける。

④ ガスケット，0リング，オイルシールは新品と交 

換する。

⑤ 各部クリアランスの点検調整は，終了している 

か念のため再確認しながら，組立作業をする。

(2)クランクシャフトの組付け

①ブロックを逆さまに置き，シリンダブロックメ 

ーンべアリングを組み込む。

ベアリングの組合せに注意する。

② クランクシャフトを組み込む。

③ メーンべアリングをべアリングキャップに取付 

け，スラストベアリングと共にベアリングキャッ 

プを組付ける。

ベアリングの組合せとスラストべアリングの向きに 

注意する。

油溝をクランクウェブ側に向ける

ド1も45 5 2-382
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エンジン主機——組立て

組立て

④ベアリングキャップシールを組付ける。

挿入側先端1/3にスリーボンド#1105を塗布し， 

挿入する。はみ出したものは拭取ること。

(4)コンロッドキャップの組付け

① コンロッドべアリングを取付ける。

② キャップを取付け，ナットを締め付ける。

I
¢5

〇

卜
通

スリーボンド
#1105

「1も46 52-112

コンロッドボルト 
ネジ部にオイル塗布

&
2.4 土 0.31^8 -111

〇 〇

¢3〇ハ 〇

珍

麯

ド12.48

⑸リヤオイルシールを組付ける。

リヤオイルシール

广^\

⑶ピストン公コンロツドの組込み

① ピストンとコンロツドを組み付け，コンロツ 

ドボルトにビニールチューブを取り付ける。
② （11) ピストンガイドを使用し，ピスト

ンをシリンダブロックに挿入する。

注意

コンロッドの⑦マークをエンジンフロント側へ向け 

る。

ハンマの柄で押し込む

ド16.49

咬
49872 5500 
49872 5600
ガイドオイルシール

5 2-381

⑹オイルポンプを組付ける。

スリーボンド#1215をオイルポンプ八33丫背面とシ 

リンダブロック間に塗布する。

(11^ 49874 5600

ビズトンガイド スリーボンド 
#1215

やI，

な
か/11

〇. .0 〇
〇.

[〇

ね

15咖

「；咨47 52-113 ド18.50 52 -382
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エンジン主機'——組立て

組立て す1酉議幅"邮麵..1 1旧11 圃酬丨丨丨丨丨丨丨丨肇麵..1….…編........................................ ........細り丨丨丨丨丨... .........................................細""丨""丨亭聊卿卿卿I」丨....................... ..................... ........ .... ........................丨丨丨ド.......................................................... .......刪耐口……,,,，…㈣口."〗丨丨丨川丨…丨丨丨—丨丨,………，」，爲顯丨卩丨丨"し,... ................................................... .......................................... .............................................. り..…祕『咖麵口 (

了）を使壻し，フロントオイルシールのめく

れに注意して組み付ける。
1 〇. 7±0」蜂 -111

丨200
ガイドオイルシール ；100

ガイドオイルシール

^1.11

⑺ステイフニンダフ。レートを取付ける。

5卜縮

1,7 土 IX 21^111

X 0*7土0*1は

F\^3^2 §2-前2

㈣オイルストレーナを組付ける.0

1110,7±0，1^11

(9)オイノレノマンを組付ける。

①オイルパンにスリーボンド概2齡を塗布する 〇

？1.53 3 2 -011

②オイルパンをシリンダブロックに取付ける0 

1^1 0,7土 〇ユ1^一〇1 
⑽エンジンスタンドを取付ける。

&1)ウォーターポンプボデーを取付ける。

1 ^ 1.7 + 0,21^^111

⑽シリンダへッド焱33^沒ガスケットを取付ける 

ボルト締付け方法については，エンジン主機「シ

ンダヘッド」の項目参照のこと 〇

⑽ロッカカバーを取付ける0 
⑽タイミンダベルト淦スブロケットを取付ける。

① ベルトカバー（へッド側）を取付ける。

② 冷ムスプロケット，クランクスブロケット，テ

ンシヨナ，タイミングベルト等を取付ける 6

③タイミングベルト冷パー，レベルゲージガイド 
を取付ける。

作業の詳細は2 ― 5動弁機構「タイミンダべル 
卜&スプロケット」の項参照のこど。

⑽エンジンリヤプレートを；¢1付ける

渔蠢
丑〇マ丁車のエンジンリヤプレートにはシー:リング 

のためのスポンジが接着されているが，このスボン 

ジが汚損し，再使用が不可能な場合には，スポンジ 
をきれいに取9去り，シリンダブロックのプレート 

との接合面にスリーボンド姐2070を均等に塗布し， 
エンジンリヤプレートをシリンダブロックに取付け 

る^

⑽フライホイールを取り付ける。
丁 4，0 土 0.4^^111

ボルトに付着しているシーリング剤を兜金に除上し, 

新たに枣ジ部にスリーボンド#1215を塗布して締付
ける. 〇

新品のボルトを出いる場合にもネジ部にスリーボン 

ド#1215を塗布して締付.けること。

⑽クラッチを取付ける〇 
厅1 10土0,07一〇1

(11以下，取外しと逆の手順で組立て！^
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2-5 動弁機構

I準傭晶

499815500
エンジンスタンド001

(ド ミンゴ共用）
エンジン分解組立作業用

49845 5600 エンジンスタンドアタッチメント（新設)
丨

エンジンスタンドとエンジン取付ボス部 

のアタッチメント

49976 5600 シリンダヘッドテーブル (孤:X共用）
ノ《ルブ，/々レブスプリング，〆ぐルブガイ

ドの脱着

49827 5800 フフイホイパ~ルストッノぐ
:

氓丘又共用》 クランクシャフトの回0止め

.920 5880 クランクシャフトプーリレンチ（新設） クランクプーリ脱着’

498715700 アジャ又タカムタイミング共用〉 カムスプロケットの回転合せ

49920 5700
一一〔クランクプーリ&)
フーフ 1スプロケット 』 (犯1共用）

クランクプーリ，クランクスブロケットの取 
り外し，およびクランクプーリの國転合せ

5 丁辱 ^

：

19952 5500 求ルト（ブーラ用） (新設）
クランクブー”，クランクスプロケット 
の取外し

:
:

4

3

49958 5500 ガイドバルブステムシール（尺£1共用）

一....’ ず‘一.

バルブステムシールの組付け

49958 5700
ガイドオイルシール

(カムシャフト） 氓丑叉共用）

カムシャフトオイルシールの組^1ナ

《外径プレス用）

49958 5800
ガイドオイルシール

(カムシャフト） 邮ズ共用）

カムシャフトオイルシールの組付け

(内径リップ保護用）

49976 5700 リムーパバルブガイド (只ぢ又共用） パルブガイドめ取件し
只.

49976 5800 アジャスタバルブガイド (只,IX共用）
1 ^ 4

バルブ犮イドの組#け

, -

49976 5900 Vー マパルブガイド (腿雜用) バルブガイド压入後の内径修正 ！

,

-:-

\ 499718000 リムーババルブスプリング
ーレガシイ1
、共用] 丨バルブ，バルブスプリングの脱蕾

，-

油脂
と痛

オイル，グリース: エンジンオイルおよびグリ“-ス エンジン部品組付時の塗布用
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動弁機構——準備品

エンジンスタンド001^|卩し エンジンスタンドアタッチメン

5 2 -364

クランクシャフトプーリレンチ

ボルト（プーラ用）

5 2-592

闩艮1
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動弁機構 構成部品

圓構成部品

ボルト（ロッカカバー）
丁 10.7 土 0.051^

バルブクリアランス
アジヤストスクリュ

を厶シャフトキャツブ取付ボトル

1.0土(). I 化一⑺

ルブコッタキー 
リテーナバルブスプリング 
バルブスプリング 

〈ルブステムシール 
ハつレブスプリングシート

ェキゾースト 
、つレブ

オイルフイラキヤツフ

ガスケッ 
(ロツカカバー)

ロッカシャフト 
取付ポルト スリーボンド# 1215
丁 丨，6±0,15は-⑺

ウッドラフキー

クランクシャフトスプロケット

タイミングベルトカバー…,

1.2±0.21^2-⑴ タイミングベルトカバーN0. 2

5 2-356
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動弁機構-------- タイミングベルトふスプロケット

整備要領（1)タイミングベルト6スプロケッ

クランクプーリベルトの脱着.点検

く注記〉

車上で取外しを行う場合は，取外しの前に次の作業

を行う 〇

① トラップドアを取外す。

② 車体をリフトアップし，右後輪を取外す。

エンジンが車体からすでに降ろされている場合はこ 

れらの作業は必要ない。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

く(\1八車〉

(1)オルタネータ用Vベルトの取外し

オルタネータ取付ホルトをゆるめて，オルタネー 

夕の位置をベルトゆるみ側に移動し，取外す。

⑵クランクプーリの取外し 〇

クランクシャフトの回り止めは，フライホイール 

のリングギヤに特殊工具フライホイールストッパを 

使用する（エンジン単体）か，クランクプーリの回り 

止めに特殊工具クランクシャフトプーリレンチ（車

上)を用いる (5 丁〕 49827 5800

巧. 4 5 2-409

クランクプーリ取付けの時は，フライホイールスト 

ッパの向きを逆にして用いる。作業要領詳細は2—4 

エンジン主機「シリンダブロック」の項参照

IV！ 8ボルト4本で 
プーリに固定 

する

リヤクロスメンバ 
に掛ける

「は.5

「5 ” 49920 5880 

クランクシャフトプーリレンチ

5 2 -367

-クランクシャフトプーリレンチの柄は，取付ボルト 

をゆるめる時は，リヤクロスメンバ、上面，取付ボル 

卜を締める時は，クアクロスメンバ取付用のウエル 

ディングナットに掛かるようにする。

く 50車〉

(1)オルタネータ用〃リブトべルトの取外し。

オルタネータ取付ボルトをゆるめて，オルタネー 

夕の位置をベルトゆるみ側に移動し，取外す。

⑵スーパチヤージャ用Vリブトベルトの取外し。

30用Vリブドベルトテンシヨナをゆるめて，又リ

ブドベルトを取外す。 ゆるめる

，5±0像2咕-⑺

ゆるめて 
下にずらす

「也6 3 2-077

⑶クランクプーリの取外し。

作業要領はNA車と同じ 

⑷VベルトVリブドベルトの点検

ベルトの表側，裏側を点検し，.損傷，.摩耗等異常 

がある場合は新品と交換する。
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動弁機構--------タイミングベルトみスプロケット

タイミングベルトの脱着.点検

く洤記〉

車上で取外しを行う場合は，取外しの前に次の作業

を行なう 〇

①トラップドアを取外す〇

② 車体をリフトアップし，右後輪を取外す。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを 

取外す。

⑴関連部品の取外し。

① オルタネータ駆動用Vベルト，又リブトベルト 

を取外す。
② 30車は，スーパチャージャ駆動用ゾリブトべル|線マ-ク

卜を取外す。

③クランクプーリを取外す

5 2 -052

⑵タイミングベルトカバーの取外し 〇

① オイルレベルゲージガイドとタイミングベルト 

カバーとの共締めボルトを取外す。

オイルレベルゲージガイドを上方に引抜いて取外

す。

② タイミングベルトカバーN0.2，N0.3を取外

す。
ベルトカバN0. 2

ベルトカバーN0. 3

オイルレベル 
ゲージガイド

巧. T 0,7±0,2は-⑺
5 2-056

(3)タイミングベルトの取外し

①タイミングベルトは，取外し前に次の図の関係 

位置になるようにして，駆動方向を示す矢印と夕 

イミング合わせ用線マークをベルトの背面にマジ 

ックインク等で記入する。

く注記〉新品のタイミングベルトは，合いマークが 

印刷されているので新たな記入は不要。

線マーク

ベルトカバー切欠

「ぼ. 8 5 2-057 5 2-058

②テンシヨナ固定ボルトをゆるめ，テンシヨナス 

プロケットをベルトゆるめ方向（矢印方向）に一杯 

に移動して固定ボルトを締付ける。

③タイミングベルトを外す 0

テンシヨナスプロケット

固定ボルトで仮締めする
2.5 ±0.31^-⑺

^2.9 5 2-052
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動弁機構-------タイミングベルトふスプロケット

タイミングベルトの脱着.点検

(4)タイミングベルトの点検 

①歯部の欠損，亀裂，帆布の摩耗状態を目視点検

し，1個所でも異常があれば交換する 0

②ベルトの背面を点検し，亀裂，ひび割れが認め 

られる場合は交換する。

印〇 5 2-386

注意

ベルトの寿命を短くさせるので，ベルトにオイル， 

グリース，クーラント，水等を付着させないこと。 

付着した場合は速やかに取り除くこと。

ベルトは急激な角度で折り曲げたり，くの字に屈折

させないこと 0

(5)タイミングベルトの組付け

① クランクシャフトスプロケットとカムシャフト 

スプロケットとの関係位置をセットする。

② カムシャフトを回転させて，カムスプロケット 

のタイミング合せ用ボンチマーク位置をベルトカ

バー上方の切欠き位置に合せる 〇

③クランクシャフトを回転させて，クランクスプ 

ロケットのタイミング合せ用ボンチマーク位置を 

向かって右斜上方，オイルポンプボデーのI筹型凸 

線位置に合せる。（右図，^2 12参照）

クランクシャフト回しは，クランクプーリボルトを 

利用するか，または，特殊工具：アジャスタカムタ 

イミングを使用する。カムシャフト回しはアジャス 

タカムタイミングを使用する。

(^5 7 )498715700アジャスタカムタイミング

「は.11 5 2-059

④タイミングべノレトを組付ける。

タイミングベルトの矢印をエンジン回転方向に 

合せる。（矢印はエンジンに向かって右向きにす 

る）タイミングベルトの合いマーク線と，カムスプ 

ロケットおよびクランクスプロケットの合いマー 

クとが完全に一致するよう，ベルトのずれをなく

して組付ける。

線マーク 線マーク

ベルトカバー切欠

「16.12 2-057 2 — 058

⑤テンショナ固定ボルトをゆるめ，ベルトに張力 

を与えた後テンショナ固定ボルトを締付ける。

1^2,5土().31^-111

⑥ベルトの張力が片寄っているので，クランクシ 

ャフトを2回転回し，ベルトの張りが均等になる 

ようにし，再度テンショナ固定ボルトをゆるめて， 

締直す。

く注記〉

ドは乜の関係位置になった時，#1シリンダが圧縮卜 

ップ，# 4シリンダが排気トップの状態となる
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動弁機構------- タイミングベルトふスプロケット

ベルトテンシヨナ&スプロケットの脱着.点検

⑴ベルトテンシヨナの脱着

ベルトテンシヨナの脱着は，タイミングベルトを 

取り外した状態にしてから，テンシヨナ固定ボルト 

をゆるめて行なう。スプリングだけを無理に外さな 

いこと。

丁 0.6 ±0.21^

アンンヨ
スプロケッ

T 2.5 ±0.3^-111

5 2-387

(2)ベノジトテンシヨナの点検

① テンシヨナスプロケツトがスムーズに回転する 

ことを確認する。異常がある場合は交換する。

② スプロケット歯面の損傷がないかを点検する。

著しい歯面損傷が認められる場合は交換する 〇

(3)テンシヨナスプリングの点検

① スプリングフック部の損耗，およびバネの損耗 

を点検し，異常がある場合は交換する。

② スプリング内径部に挿入してあるダンパーを点 

検し，切損などの異常がある場合は交換する。

(4)クランクスプロケットの脱着

クランクスプロケットが取外しにくい場合には， 

特殊工具：プーラ公ボルトを用いて引き抜く。

〔5 丁）499205700プーラ クランクスプロケ

〔5 丁）499525500ボル

ヅ

ボルト]VI 6 乂25

尸18.14 5 2 -389

(5)クランクスプロケット公カムスプロケットの点検

① スプロケット歯部について，損傷，摩耗を目視

点検する。

② クランクスプロケットボスのキー溝部の損耗を 

点検する。

③ カムスプロケットボスのノックピン穴の損耗を

点検する。

以上，異常がある場合は交換する。

カムスブロケット

クランクスプロケット

円も15 5 2-390
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動弁機構——バルブロッカ八35丫

⑵バルブロッカ八55 丫

--------脱着.点検--------------------------------------------

(1) 関連部品の取外し

フローバイホースおよびハイテンシヨンコードを 

ロッカカバーより外す。

(2) ロッカカバーを取外す。

，ロッカカバー取付ボルトの座の下に入っている〇リ 

ングを紛失しないこと。

，ガスケットおよび〇リングは，原則として取外したも 

のは再使用しないで新品と交換する。

(3) バルブロッカ八38丫の取外し。

①すべてのロッカアームについて，ハフレブクリア 

フンスアジャストスクリュを一^杯にゆるめ，カム 

山とスプリングカの関係をフリーにする。

X 0.9 土 0.11^一⑺
^6-1 6 5 2 -061

② ロッカシャフト取付ボルト5本をゆるめ，ロッ 

カシャフトを状態で取外す。

巧17

参アームには，インテーク用はI，エキゾースト用は只と 

鋳だしの識別がついている。

，ロッカ八58丫を分解する場合は，アーム，ワッシャ， 

ウェーブスプリング等，組付順序を混同しないよう 

順序通りに並べて置くこと。

⑷ ロッカアームの点検

① ロッカシャフトに対するアームの動きを点検し， 

直角に作動しないものは，アームを交換する。

② 11^ロッカアーム，已又ロッカアーム共にロッカ 

アームの内径とロッカシャフトの外径を測定し， 

シャフトとのすき間を点検する。限度を超える場 

合は，交換する。

ド12.18 5 2 -054

ロッカアーム内径とシャ 
フトとのすき間11101

標準 0.016-0.052

限度 0.1

ロッカアーム内径!11111 標準 16.0-16.018

ロッカシャフト外径腿 標準 15.984〜15.966

③ カムシャフトとのスリッパ部を点検し，キズが 

ある場合は交換する。

④ アジャストスタリュのバルブステムとの接触部 

を点検し，損耗，異常が認められる場合は交換す 

る。

(6) ロッカシャフトの点検

① シャフトの外径にカジリ，損耗がないかを点検 

し，異常がある場合は交換する。

② オイル通路にゴミの詰まりがないかを点検し，

異常がある場合は，清掃する。
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動弁機構——カムシャフト

⑶カムシャフト

脱着#点検

く注記〉

車上で脱着を行う場合は，取外しの前に次の作業を 

行ぅ。

① トラップドアを取外す。

② 車体をリフトアップし，右後輪を取りはずす。

③ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

⑴関連部品の取外し。

タイミングベルト，カムスプロケット，バルブロ 

ッカカバー，バルブロッカ八5^7,デイストリビュー

夕等を外す。

以上，タイミングベルト及スプロケットおよびバ 

ルブロッカ八33丫の項参照 

(2)カムシャフトの脱着

①カムシャフトキャップは，下図の番号順に従っ 

て取付ボルトをゆるめて取外す。

「セ.19
②④

3 2 -063

，カムシャフトキャップ取付ボルトは，対角線に取外 

さないこと。1個所2本つ、、つボルトをゆるめて取外 

すこと。

，カムシャフトキャップは，組付順序を混同しないよ 

う順序よく並べておく。

② カムシャフトは，オイルシールが組み付いたま 

ま，上方へ持ち上げて取外す。

③ カムシャフト取付の際は，#1，#5カムキャッ 

プとシリンダへッドとの合せ面のコーナ部にスリ

ーボンド#1215を塗布して組付ける。

⑶カムシャフトの曲り点検

定盤上にゾブロックをセットし，カムシャフト中 

央ジャーナル部にダイヤルゲージを当て，曲りの点 

検および，それぞれのカム山のベースサークルの偏 

心摩耗を測定する。

呵20

曲り限度 0.025111111
偏心摩耗限度 0.020111111

「12.21 5 2-392
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動弁機構 カムシャフト

—脱蘅-点検--------------------------------------------

(4)カムシャフトジャーナルの点検

カムシャフトジャーナル外径とカムシャフトキャ 

ップ内径および，シリンダヘッドジャーナル部内径 

の損傷，摩耗を点検し，異常がある場合は，カムシ 

ャフトまたは，カムシャフトキャップを交換する。 

ジャーナルの外径をマイクロ メータで測定する。

ド18.22 5 2-393

ジャーナル部内径 26.0〜26.021111111

カムシャフトジャーナル外径 25.939〜25.95511101

ジャーナル部
すき間

標準 0.045〜0.082111111

限度 〇.丄丽

カムシャフトキャップ 丁 I .0土().丨岵-⑺

「12.23 5 2 -394

ジャーナル内径は，カムシャフトキャップをシリン 

ダへッドに取付け，ボルトを規定のトルクで締め付

けた状態にし，ダイヤルゲージを用いて測定する。

⑸カム山の点検

カム面の損傷を点検し，損傷が軽微なものは油砥 

石等で研磨修正する。

カム山の全高を測定し，限度を超えるものは交換 

する。

カム山の全高只標準 31.42〜31.52111111

全高限度 - 31.20111111

12.24 3 2-395

(6)カムシャフトサイドクリアランスの点検

①バルブロッカシャフト八337を取外した状態で， 

カムシャフトの端面にダイヤルゲージを当て，軸 

方向の動きを測定する。

^8.25

サイドクリアランス標準 0.02〜0.22111111

すき間限度 0.5111111
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動弁機構一 一力厶シャフト，バリレブふハつレブスプリング

脱着，点検

②カムシャフトスラスト受け部分を目視点検し， 

カジリ等の異常がある場合は，修正する。

以上①②点検結果，サイドクリアランスが限度を 

超す場合は，カムシャフト又は，シリンダヘッド 

を交換する。

(7)カムシャフトオイルシールの点検.交換

①オイルシールは，原則として取外したものは再 

使用しないで，新品と交換する。

カムシャフト

オイルシール

ドは.26 5 2-396

②オイルシールの組イオけ

オイルシールの組付けは，特殊工具：ガイドオ 

イルシールを使用して圧入する。

〔 5 丁 )49958 5800
ガイドオイルシール

「12.27

ド12.28

5 2 -066

5 2-067

(4)バルブ6バルブスプリング

分解.点検，組立

く注記〉

車上で取外しを行なう場合は，取外しの前に次の作

業を行なう 〇

① 50車は燃圧を低下させる。（エンジン脱着参照)

② トラップドアを取外す。

③ 車体をリフトアップし，右後輪を外す。

④ 右後タイヤハウス内のエンジンルームカバーを

取外す。

⑴関連部品の取外し

タイミングベルト，カムスプロケット，バルブロ

ッカカノく 、ヮレブロッカ，デイストリビュータ，

カムシャフト等を取外す 〇

以上，カムシャフトの項参照

(2)インテークマニホールドを取外す。

① NA車は，インテークマニホールドにキャブレ 

一夕が取付いた状態で，シリンダヘッドより取外 

す。

② 30車はコレクタチャンハ％フューエルデリバリ 

パイプ，インジェクタを外し，インテークマニホ

ールドを取外す 〇

厂12.29

し6±〇. 15は-⑺

1.6土〇. 15^-111

5 2-397
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動弁機構-------バルブふバルブスプリング

分解.点検#組立
⑶エキゾーストマニホールドカバーおよびエキゾー 

ストマニホールドを取外す。

⑷シリンダへッドの取外し

①シリンダヘッドボルトは，下図の番号順に従っ 

て，ゆるめる。

①⑦ ⑨⑥④

③ ⑤⑩⑧ ②
1 152 一 068

②シリンダへッドガスケットを取外す。

⑸バルブスプリングの取外し

① 特殊工具：シリンダヘッドテーブルにシリンダ 

へッドを八33丫状態でセットする。

② プレスを使用し，バルブリテーナの上面を特殊 

工具：リムーババルブスプリングで押し，バルブ 

コッタキーを取外し，バルブとバルブスプリング

を分離する。

分解したバルブ，バルブスプリング等は，各部品が 

混同しないように，順序よく並べて置く。

「18.31

⑹バルブスプリングの点検

スプリングの自由長，たわみ荷重，直角度を測定 

し，損耗，異常が認められるものは，新品に交換す 

る。

項目
、車種

1队丑又共

自 由長（111111) 43.46
セ
ツ
卜

時

荷重せ 18.2

バネ長さ 36.5
リ
フ
卜

時

荷重は 44.9

バネ長さ 29.0

リフト時荷重限度は 42.5

ノベネ端面との 1.8111111
倒れ限度腿！ (2.5°以内）

⑺バルブシートの当り点検

①バルブシートの当り面不良，損傷，異常が認め 

られる場合には，バルブシートカッタで修正する。

、フレブシート

界寸法

インテーク エキゾースト

1.311110 1.2111111

②バルブシートとバルブフヱースの当り面積は， 

全周に対して70%以上確保するよう，コンハ。ウン 

ドで修正する。
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動弁機構------ バルブふバルブスプリング

分解.点検，組立

⑻バルブシートの沈み量点検

新品のバルブをバルブガイドに挿入し，バルブを 

シートに着座させた時のバルブステムの突出量只を 

測定する。

II寸法が限度を超える場合は，シリンダヘッドを 

交換する。

「セ.33 5 2-400

バルブステム突出量

只寸法 標準 41.3111111 41.4111111
限度 41,8111111 41.9111111

沈み量限度 0.5111111 0.5111111

⑼パ、ルブガイドとバルブステムとのすき間

①八ルブガイド内径とバルブステムの外径を測定 

し，バルブステムのすき間を点検する。

(単位画!)

バルブガイド 11^バルブ 迟乂バルブ

バルブステム

のすき間 0.030〜0.060 0.040〜0.070

すき間限度 0.130 0.150

バルブステム

外径標準
5.452〜5.470 5.442〜5.460

バルブガイド
穴径標準

5.50〜5.512 5.50〜5.512

へッドとの
嵌合代標準

0.060〜0.027 0.060〜0.027

②ガイドすき間が限度を超える場合は，バルブ又 

は，バルブガイドを交換する。

注意

バルブガイドの交換時は，バルブガイド外径オーバ

サイズを使用する。交換要領は後記参照。

⑽バルブガイドの交換 

①次の特殊工具を準備する

部品番号 名 称

49976 5600 シリンダヘッドテーブル

49976 5700 リムーババルブガイド

49976 5800 アジャスタバルブガイド

49976 5900 リーマバルブガイド

②リムーバをガイドに挿入し，プレスで押し込み，

ガイドを抜き出す。
プレス

^2.34 5 2-401

③バルブガイドの压入寸法

アジャスタバルブガイドの高さと同一にする。

^5 7 )49976 5800

5 2 -402

④内径リーマ仕上げ

ガイド压入後，内径の変形をリーマで修正する 〇
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動弁機構------ バルブふバルブスプリング

分解.点検.組立

(11)バ'ルブステムオイルシールの点検

① 内径シール部の摩耗，しめしろ，亀裂，スプリ 

ングの外れを点検し，異常がある場合は交換する

② ステムオイルシールの交換

特殊工具： 49958 5500ガイドバルブステムシ

ールを用いて取付ける。

取マーク有り 迟又マーク有り

11.6 11.6

インテーク 

識別黒色
エキゾースト 
識別茶色

ド12.36 52 -403

一度取外したバルブステムオイルシールは再使用せ 

ずに必ず新品と交換すること。

⑽1ル々レブ，只又バルブの点検

① バルブの傘部，ステム，ステム端部について， 

焼損，摩耗，損傷，変形などを点検する。

② バルブの傘部の肉厚II寸法，およびバルブシー 

卜面（フェース）を点検し，異常がある場合は，修

’正又は新品と交換する。

ンテークバルブ

32 -404

項 目 11^1バルブ バルブ
バルブヘッド

II寸法
標準 1,0111111 丄，〇咖
限度 0.5111111 0.5111111

バルブ傘径 ^ 26111111 ふ23111111
バルブ全長 94,6111111 94.6111111
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— 2—6」エンジン潤滑システム

圓準備品

3了 49854 5400 オイルフイルタレンチ （1^：又共用） オイルフィルタの脱着

工具 オイルパンカッタ （市販品） オイルパン取外し用

油月旨

その他

— エンジンオイル（スバル指定の純正オイル） エンジンオイル補充用

クーラント（スバル指定の純正クーラント） クーラント補充用

国仕様

項 目 仕様又は基準値 1

潤滑方式 全圧送全流濾過式

オイルポンプ駆動方式 クランクシャフト直結式

才

ィ

ノレ

ポ

ン

プ

オイルポンプ形式 トロコィド式

歯数
インナロータ 9枚

アウタロータ 10枚

アウタロータ径X厚さ ^70 X 6 01111 I
インナロータとアウタロータとの

チップクリアランス
0. 05〜0.1801111

ロータとポンプケースとの
サイドクリアランス

0.02〜0.07111111

アウタロータ外径とポンプケース内径
とのラジアルクリアランス 0.12〜0.19111111

性 能

(油温80で）

750^111
吐出圧 1. 〇は/⑽2 |

吐出量 3. 5 ^ /111111 1

6000113111
吐出圧 こ)響5レ2,01112

吐出量 23於/111111

リリーフバルブ作動圧 5,

才
イ
ノレ
フ
イ

ノレ
夕

濾過 方式 フルフロー濾紙式 1

濾過 面積
80001112 1

ハ，イパスバルブ開弁圧 1，0±0,2は7〇1〇2 1

ドレーンハへソクバルブ 有り

外径X 全長 ^68X65

取付ネジ仕様 1^20X1.5？ 1

オイルクフ形式 放熱量 ㊃水冷多板式多82 X 3段2，300^1/11 1

プ
レ
ツ

シス
ヤイ

ツ

チ

形 式 油中接点式

使用 電球 12乂一3,4界以下

点 灯 圧 力 0,2 土 0,051^/011？ 1

消 灯压力 0.2 土 0.051^/恤 1

耐 压 10^6/011？

オイルパン容量(全量新規に注油時） 3.0必（1^丁車），3，1必冚0ゾ丁車）
(オイルフイルタ0.2忍，オイルクーラ0.1必含む） |
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エンジン潤滑システム——構成部品トラブルシューティング

国構成部品

〇リング

X 0.7 ±0.11^ -111
ーダ

オイルパン

ドレーン 
プラグ

ガイドオイルレベルゲージ

オイルレベルゲージ

オイルストレーナ

了 4.7±0,3^-111

了 0.7 土 0.11^-111

丁] 0.7士0.11爪

オイルポンプ八55 丫

T 〇. / ±0.1^-111

〇リング

オイルプレッシャ 
スイッチ

オイルフィルタ

了 1.2土(). 31^-111

^2.1 5 2-325 5 2-327

国卜，ラブルシューテイング

故障 推定 原因 処 置

ン
プ
が
点
灯
し
続
け
る

オイルフレッシャスイッチ
ダイヤプラムの亀裂又は，スイッチ内圧漏れ 交換

スプリングの切損又は接点の焼付 交換

油圧 不足

オイルフィルタのつまり 清掃又は交換

オイルフィルタ内バイパスバルブの作動不良 清掃又は交換

オイルポンプのリリーフバルブ作動不良 清掃又は交換

オイル通路のつまり 清掃

ロータのチップクリアランス増加又は口一夕のサイドクリアランス増加 交換

オイルストレーナのつまり又は，取付フランジ部のゆるみ 清掃又は交換

油圧上昇不能

オイル童不足 補充

オイルストレーナパイプの破損又は取付フランジ部からの漏れ 交換

ロータが回転しない 交換

ランプが点灯しない

ランプ断線 交換

ポイント接触不良 交換

配線の断線 修理
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エンジン潤滑システム オイルフイルタ，オイルポンプ

整備要領（1)オイルフィルタ

点検，交換

(1)オイルフイルタの点検

オイルフイルタの外観を目視点検し，オイル漏れ， 

損傷，変形がないかを点検する。

異常が認められた場合は，指定時期に関係なく交 

換する。

暑

直成^^

エンジンオイルの汚れ，変質等で異常が認められる 

場合は，原因探求を行うこと。

參エンジンオイルの交換については，2-2エンジン点 

検.調整の項参照のこと。

(2)オイルフィルタの交換

①特殊工具： 49854 5400オイルフイルタレンチ

を使用してオイルフィルタを取外す 〇

②取付けは，オイルフィルタ取付面の0リング全 

周にオイルを塗布し，〇リングがオイルポンプ取 

付面に当たるまで手でまわして取付ける。

取付面に当ってから更に1回転，オイルフィルタ

レンチで増締めする。

参考:阳1.2土().31^-111 

⑶オイル漏れ点検.オイル量の確認

オイルフィルタ交換後は，エンジンオイル量をレ 

ベルゲージで確認し，エンジンを始動して，オイル 

漏れがないかを点検する。

(2)オイルポンプ

取外し

⑴関連部品の取外し

Vベルト，クランクプーリ，タイミングベルトカノく 

一，タイミングベルト，クランクスプロケット等の 

関連部品を取外す。

⑵エンジンオイルみクーラントを排出する。

(3)オイルフィルタを取外す。

⑷オイルクーラおよびオイルクーラパイプを取外す, 

出0又1：車）

(5)エンジンスタンドを取外す 〇

エンジンスタンドを取外し，エンジンをシリンダ 

ヘッド取付面を下にして立て，オイルパンの取付ボ 

ルトを全て取外す。

⑹オイルパンカッタを使用して，液体^^ッキンを剝 

離し，オイルパンを取外す。

オイルパンフランジ面を傷つけることになるので平 

ドライバは絶対に使用しないこと。

オイルパンカッタ

「略

⑺オイルポンプの取外し

5 2-103

オイルポンプ取外しボルトをゆるめ，シリンダブロ 

ックとの間に平ドライバーを差し込み取外す。

巧. 4 5 2-083

95



エンジン潤滑システム------- オイルポンプ

分解，点検

⑴オイルポンプカバー取付ボルト（皿小ネジ）を取外 

し，オイルポンプを分解する。

円& 5) 32-193

ロータの組付け向きを確認して置くこと。 

⑵チップクリアランスの点検 

インナロータと，アウタロータとのすき間。

チップ 標準値 0.05〜0.18111111

クリアランス 限度値 0.210111

^8.6 5 2-194

⑶サイドクリアランスの点検

サイド 標準値 0.03〜0.0710111
クリアランス 限度値 〇.1501111

⑷ケースラジアルクリアランスの点検

アウタロータ外径とオイルポンプボデー内径との 

すき間をシックネスゲージで測定する。

ラジアル 標準値 0.12〜0.1910111
クリアランス 限度値 〇. 25111111

ドは.8 5 2 -308

以上，⑵⑶⑷で限度を超える場合は，ロータセット 

又は，ポンプボデーを交換する。

リリーフバルブは，オイルポンプ本体に内蔵されて 

おり，非分解扱いとなっている。
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エンジン潤滑システム オイルポンフ，オイルフレッシヤスイッチ

組立て

⑴シリンダブロッ，クに取付時は，オイルポンプ接合 

面にスリーボンド#1215を塗布する。

スリーボンド# 1215

15賺

5 2 -382

⑵オイルシールは，新品と交換し，特殊工具：ガイ 

ドオイルシールを用いて組付ける。

0 "〇 49958 6100 ガイドオイルシール

0.7土0.丨い-⑺

プラステイックハンマ

「ぼ10 5 2-196

(3)オイルプレッシヤスイッチ

脱着，点検

く取外し〉

\

厂セ.11 5.2-310

く点検〉
⑴ターミナルとボデー間をサーキットテスタで点検 

し，導通することを確認する。

⑵八部に油压0.21^/咖を加えた時(即ち，エンジン始 

動後〉ターミナルとボデー間をサーキットテスタで 

点検し，導通しないことを確認する。⑴⑵不良の場

合は交換すること。

ダイヤフラム

スプリング ポイント
/ 取付ネジ部

スリーボンド# 1215

油圧

油圧0,2ヒ2〆^ 
を加える

ターミナル 絶縁体
ボデー

ド12.12 52-311

く取付け〉

ネジ部に液体パッキンスリーボンド#1215を塗布し

て，オイルポンプに組付ける 〇
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エンジン潤滑システム オイルポンプ，オイルパンゐストレーナ

⑷オイルパン6ストレーナ

脱着，点検

く注記〉

車上で脱着を行なう時は取外しの前に次の作業を行 

なう。

① 車体をリフトアップする。

② ドレンプラグをゆるめ，オイルを抜く。

③ ダイアゴナルメンバを取外す（右側のみ）。

④ 右側のリアアクスルシャフトのスプリングピン 

を抜いて，トランスミッションと分離する。

⑤ 五0 VI：単は，エンジンオイルクーラパイブを 

取外す。

エンジンオイルクーラパイブを取外す前にクーラン 

卜を抜いておくこと。

く取外し〉

オイルパン取付面は，液状パッキンを使用している 

ので，オイルパンカッタ又は，スクレーパを使用し 

てオイルパンを取外す。

注意

平ドライバーや，タガネなど厚みのある物を挿入し 

たり，こじったりしてオイルパンフランジ面を損傷 

させないようにする 〇

オイルパンカツタ

ドセ.13 5 2-312

く点検〉

① オイルパンの変形，フランジ面の変形を目視点 

検し，不良の場合は交換する。

② オイルストレーナの汚れを点検し，ストレーナ 

の目詰りを清掃する。0リングは必ず新品と交換

する 0

く取付け〉

オイルパンフランジ面に液状パッキンスリーボンド

#1207¢：を塗布し，5分以内に組付ける 〇

スリーボンド# 1207¢

「セ 5 2 -088

0リンク

X 0.7土 0.11^ - 01

オイル 
バ ストレーナ

オイルパン

T 0.7 土 0.11

「12.15 5 2 -325

注意

オイルパンを取付けて30分以分は，液状パッキンが乾 

燥していないので，エンジンを始動させないこと。
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エンジン潤滑システム——オイルクーラ

⑸オイルクーラぼ〇ソ丁車)

脱着，点検

く取外し〉

(1) エンジンオイルおよびクーラントを排出する。

(2) オイルフィルタを取外す。

(3) オイルクーラのコネクタを取外し，オイルクーラ 

を取外す。

⑷シリンダブロックに接続している乙字型のウォー 

タパイプを取外す。

オイルクーラパイプ

オイルクーラ

コネクタ

丁 2：土0爲

オイルフイルタ

く点検〉

⑴冷却水の通路が詰まっていないかエアブローなど 

で確認する。

⑵シリンダブロックとの接合面の0リング溝および 

オイルフィルタ取付面の損傷を点検する。

⑶外部のへこみ，損傷がある場合は，内部の油，水 

通路がつながっていないか，水を使って調べること。

〇リング

オイル通路に 
水がにじんで 
こないか調べる

ホース等をつなぎ水を注入する

「12.17 52-197

く組付け〉

組付けは，分解と逆の手順で作業を行なう。

オイルクーラとシリンダブロック間の〇リングは， 

必ず新品と交換すること。
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2—7 エンジンクーリングシステム

國仕橡

車種
項目

キャブレータ車 50$ |

トラック ノくン 【車 只〇マ丁車 |

1 冷却方式 水冷強制循環式十電動ファン |

:!

卜

形 式
遠心式インペラタイプ |

吐
出
能
力

/水温ヽ 
、85で ノ

吐

出
里

2000115111 20ぶ /111111

500011)111 50ぶ/111111 1

7000卬 111 100ぷ細11 1

羽根外径（画!） 062

羽根枚数 8 1

プーリ比(ウォーターポンプ/クランク〉 1.05 1

形 式 ワックス式 |

開き始め温度（で） 78

開き終り温度（て） 93

バルブ全開リフト（111111) 8 |

I
水

銘 柄 スバル純正クーラント

令容量（夕）(リザーブタンクの、
生令里、ゼ’、ドロ11レベルまでノ

約6.5^ 1

51
卜？

タン

モータ入力（界） 70 80 — 110 |

ファン外径Xファン枚数 0270X 5 I

形 式 加圧式クロスフロー

放熱量(仄(^1伯） 22500 21000 28000 29500 1

タンク材質 樹脂 真鍮 〈—

コァ材質 アルミ 銅 <—

コア寸法（腿） 273 X 400 X16 268X400X16 ‘ 268 X 400 X 32 (

フィン形式 コルゲートフイン

キャップ開弁圧(は/〇^) 正圧側0,9 ± 0,15負圧側一 〇. 05以下 |

オイルクーラー 紐 ぐ，丨，. ^—— 有 1

ラジエータ系 
配管サイズ

パイプ(外径） ¢22 4— 028 4— |

ホース([^経乂外圏 021X028 <— 427X035 ^—

| シュラウド 樹脂製 |

|房内冷却ファンファン外径Xファン杉激 必120X4 1

1〇〇



エンジンクーリングシステム -構成部品

構成部品

くエンジン回り〉

丁 ~ 2.0土0.31-！)！

X 0.8土¢).21^-111

丁 2.0 土 0.3^-111

丁 1.7 土 0.21^-111

T 0.7土(). 21^-111

闩2. 5 2-031
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エンジンクーリングシステム——構成部品

10

11

12

トラックキャブレ

ラジェータファン 

シュラウド 

モータ

アッパブラケット 

ラジェータ 

サポート尺！！

ロアブラヶット尺只 

ドレンプラグ 

サポート乙11 

ロアブラヶット乙！1 

ェアベントホース 

インレットホース

13. ホース

14. アウレットホース

4

2 52-314

102



エンジンクーリングシステム 構成部品

50車およびトライキャブレータ車
ラジェータフアン 

シュラウド

3. モータ

4. アッパブラケット

5. ラジェータ

6. ロアブラケット尺只

7. ロアブラケット1^1

8. ドレンプラグ

9 #エアベントホース

10. エアベントホース

11. インレットホース 

12，ホース

闩る3

©
1,

ヴレクア3I
X
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エンジンクーリングシステム——構成部品

エンジンルームフアンシステム

^2-4 ------------- ---- ----------------------------------------------------------------------------------------------------  ------------------------------------------------------------------------------ 1 5 2 -595
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エンジンクーリングシステム——トラブルシューティング

国トラブルシューテイング
^ウォータポンプ

故障 推定 原因 処 置

クーラントの不足 補充する

クーラントが減少する 漏れ個所を探して修理する

ガ/?プーリの駆動不足（タイミングベルトのすべり） タイミングベルトを交換する

界/?プーリの回転不良または作動不良 贿を交換

電動ファンの作動不良 電動ファン交換またはサーモ3界点
検-交換

才
サーモスタットの作動不良（サーモスタットが開かない） サーモスタット交換

クーラント通路のつまり 清掃する
ノぐ
ヒ

ラジェータの詰り 清掃する

ェンジンオイル不足又はオイル不良 補充又は、純正オイルと交換

空燃比の不適
《トラブルシューティング参 

照

排気系のつまり マフラー等を点検し、清掃又は交換

ビストンとシリンダのすき間不足 ピストンを点検し、適正品と交換

クラッチのすべり クラッチ修理又は、交換

トランスミッシヨンオイル不良 点検、交換

ブレーキのひきづり ‘ 点検、修理

ォク

ノぐノレ
サーモスタットの作動不良（サーモスタットの開き放し） サーモスタット交換

ラジェータIX、011丁ホースコネクタ部の破損 修理又は交換 |

界斤取付面からの漏れ ガスケット交換.
ク 界/卩メカニカルシール不良 界/?を交換

9 サーモスタットケースの損傷 交換

广
漏
れ

ラジェ—タホースの破損又はホースクランプ不良 交換

インテークマニホールドからの漏れ ガスケット交換

シリンダへッドガスケットからの漏れ ガスケット交換

シリンダブロックの損傷
点検修理又は交換 |

異
タイミングベルトに異物付着（オイル、水など）

タイミングベルト交換 |

電動ファンの損傷、又はファンモータの損耗 修理又は交換
発
生

界/ドベアリングの損耗 则？她 1

界/? メカニカルシールの損耗 界/?交換
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エンジンクーリングシステム トラブルシューティング

エンジンクーりングフアン
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エンジンクーリングシステム 整備要領

整備要領⑴ラジェータ電動ファン

脱着

く取外し〉

⑴ハへソテリー端子を外す0

(2)ラジェータ電動ファンコネクタを分離する

⑶シュラウドの取付けボルト（4本）を外す。

馨 右上の取付けボルト（1本）は右前輪フヱンダ内の

プレートを外し，ドは.6の要領で行う 〇

闩2. 5 5 2 -034

闩2.

(4)ファンをシュラウドごと取り外す

5 2-035

(2)ラジェータ

脱着

く取外し〉

(1)(1)ラジェータ電動ファンの項を参照して，ファン 

を取り外す。

⑵⑶冷却水補充，交換の要領を参照して，冷却水を 

抜く。

⑶ラジェータアッパホース.ロアホース.ェア抜 

きホース（2本）をラジェータ側で抜き取る。

冷却水が流れ出るので注意する。

⑷ラジェータサポートロアを取り外す。

⑸ラジェータを車体から抜き取る。

く点検〉

水漏れ点検の他，外観上の損傷，フィンの損傷など 

を目視点検する。異常のある場合は，修理又は，交 

換する。

く取付け〉
取外し作業の逆手順により，取付ける。

0

く点検〉

電動ファンが，異常な振動や，異音を発生する場合 

には，交換する。

ファンの外観を目視点検し，異常がある場合は，交 

換する。

く取付け〉

⑴取外しの逆順序に行う。.

⑵ラジェータに取付後，試運転を行ない，冷却ファ 

ンが正常に回ることを確認する。

雛^^^

冷却ファンは振れのないこと 0
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エンジンクーリングシステム——整備要領

⑶冷却水補充，交換

く通常時の点検〉

冷却水の点検は，エンジンが冷えているときにリザ 

ーブタンクで行う。

くトラック〉

^2-8 5 2-039

く通常時の補充〉

#トラック.パネルバンの場合

(1) リザーブタンク内に冷却水が残っているとき 

リザーブタンクのアッパレべルまで補充する。

(2) リザーブタンクが空のとき

フイラータンクの口元まで冷却水があるか点検する。 

不足しているときは，口元まで補充する。

，トライ.バンの場合

(1) リザーブタンク内に冷却水が残っているとき 

注水口からリザーブタンクのアッパレべルまで補

充する。

(2) リザーブタンクが空のとき

1) 注水口よりリザーブタンクのアッパレべルまで補 

充する。

2) エンジンを始動し，ラジェータフアンが回るまで

暖機する 〇

3)エンジンが冷えてからリザーブタンクのアッパレ 

ベルまであるか点検し，不足しているときは補充す 

る。

く冷却水の交換時期〉

冷却水の汚れが著しい場合は全量交換する。

交換基準 2年または40,000―毎

クーラントは必ずスバル純正クーラントを使用する

こと。

〈冷却水抜取り〉

注意

ホースを分離するときは，冷却水がこぼれ出るので 

注意する。

ホースを抜き取る前にマーキングをし，誤組み付け 

を防止する。

(1) ドレンコックにホースを結ぎ，ラジェータ内の冷

却水を抜き取る。

(2) ヒータホースイン，アウトを分離する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

(3)エンジン側ヒータホース猶インレットホース.ア

ウトレットホースを分離する0

冷却水を抜く。

⑸リザーブタンクから冷却水を抜く。

⑹分離したパイプ.ホースを元どおり結合する。

く?主水要領〉

^トラック.パネルバンの場合 

⑴ヒータレバーを110丁にする。

(2) フイラータンクの注水口より口元までゆっくり注 

水する。

(3) さらに，レザーブタンクのまで注水する。

(4) フイラータンクの口元まで満水にし，エンジンル 

ーム内のエア抜きプラグ(青色）を抜く。

⑸約1分程度してからプラグを閉める。

⑹フイラータンクへ口元までゆつくり補水する。

(7)エンジンを始動し，さらにフイラータンクの口元 

まで補水する。

⑻乐カキャップを締め，充分暖機する。

ヒータファン〇で温風が出ないときは，

エンジン停止後再補水する。

(9)エンジン冷却後，フィラータンクの口元まで補水 

する。

⑽リザーブタンクにまで補水する。

，急速に注水するとエア抜きが不完全となり，所定 

の水量が入らない場合があるので，注水はゆっく 

りと行うこと。

，エア抜きプラグの抜き差し〔(4レ（5)項〕は必ず行 

うこと。

^冷却水が循環しているかの確認は，ヒータファン 

を0N*E0Tにし，温風がでるかどうかで点検す 

る。

-バン.トライの場合 

〈概要〉

スペアタイヤを外し，ラジェータベント系のプラグ 

(青色）を抜いて，先ず冷却水を補充し，プラグを閉 

じて再度，冷却水を補充する。

，注水は急速に行うとェア抜きが不完全となり，所定 

の水量が入らない場合があるので，ゆっくり行うこ 

と。

，注水口の圧カキャップは，ェンジン停止後の水温が 

高い時開けると危険であるので，水温が下がってか 

ら静かに開けること。

^手順の（11)の暖機，（12)の補水を数回繰り返し， 

冷却水を注入口の口元まで確実に補充し，満水にす

ること。

く手順〉
(1) ヒータの温度コントロールレバーを只〇丁にする。

(2) スペアタイヤを取り外す。

(3) ラジェータベント系のドレンホース（プラグ付き) 

をハーネス固定樹脂クリップ2箇所（次ページ図 

八部）から取り出し，シャシフレーム外側へ引き出 

す。

(4) 冷却水受け皿（8乙以上）を用意し，ドレンホー 

スからプラグ（青色）を抜いて，ホース先端を受け
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エンジンクーリングシステム——整備要領

皿内へ入れておく。
この際，受け皿は注水口から見える位置に置く。

(5) 注水口の圧カキャップを外し，注水口より冷却水 

をゆっくり注入する。

(6) 冷却水がドレンホースより流れ出したら，プラグ 

(青色）を閉じて，確実にクリップする。

(冷却水は約3. 5〜4. 5乙で流れでる。）

(7) 注水口より再度，口元まで冷却水をゆっくり注入 

する。

(8) ェンジンを始動し，注水口の口元まで冷却水を補 

充する。途中，息付きがあるので，7欠位が下がらな 

くなるまでゆっくり補充する。

(9) リザーブタンクの“卩レベル”（卩じ乙し）まで 

冷却水を注入しリザーブタンクのキャップを閉じる。

(10) 注水口の圧カキャップを締め，冷却水を循環を確 

認する。

循環の確認はフロント右側のタイヤハウス部から， 

右図クーリングパイプ（ェンジン〜ラジェータ）お 

よびクーリングパイプ（ヒータ）に触り，熱くなっ 

ているか，またはヒータブロアファンを0N (N0 

丁）にし，温風がでるかで点検する。

循環していない場合は，ェンジン回転数を2000〜 

3000回転に2〜3回吹かして確認し，なおかつ循環 

しない場合はェンジンを停止し，再度冷却水を補充 

する。

(11) ラジェータファンが回るまで，嗳機する。

(12) ェンジンを停止し，水温が下がってから，注水口 

のキャップを開け，冷却水を補充する。

(13) リザーブタンクの冷却水量を点検し，不足してい
る時は“ドレベル”まで補充する。

(14) ドレンホースをハーネス固定樹脂クリップ2箇所 

(右図八部）へ取り付ける。（ドレンホースをブラ

ブラさせないこと。）

(注意）ドレンホースのプラグ（青色）用クリップ爪 

は下向きとし，ハーネスと当たらないよう注意する 

こと0

(15) スペアタイヤを取り付ける。
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ラジェータ

，寒

クーリングパイプ 
(ラジェータ〜エンジン）

クーリングパイプ 
(エンジン〜ラジェータ）

クーリングパイプ 
(ヒータ）

ドレンホース

プラグ（青色）

ンヤンノレーム

注水口

エンジンクーリングシステム概要図





エンジンクーリングシステム 整備要領

(4)ウォータポンプ

脱着

く取外し〉

(1) エンジンとトランスミッシヨンー体で車両より降 

ろす。

(2) オルタネータベルト，テンシヨナ，スーパチャー 

ジャベルトを外し，クランクプーリを取外す。

(3) オイルレベルゲージガイドを取外す。

⑷タイミングベルトカバー2および3を取外す。

ベルトカバ、一N0. 2 ベルトカノく一N0.

オイルレべル 
ゲージガイド

，7±0,21(8-〇1
「16.12 5 2 -056

⑸テンシヨナ取付けボルトをゆるめ，タイミングべ 

ルトを外す。

(6)ウォータポンプケース取付けボルト（6本）を取外

す0

1-I 土 0.2ね-111

「略13 3 2-081

⑺ウォータポンプはケースー体で外す。

く点検〉

(1)ウォータポンプベアリングが，スムーズに回転す 

るか，異音の発生がないかを点検する。

⑵プーリの外観に異常がないかを点検する。

(3)プーリを回して，インペラ端面の面振れをダイヤ 

ルゲージにて点検する。

ダイヤルゲージ

「1ぁ14

(4)インペラのチップクリアランスを点検する。

5 2 -043

チップクリアランス（讯瓜)
標準値 0.3〜0.9
限度値 1.1

インペラ

5 2 -044

⑸水漏れするもの，⑴〜⑷で異常が認められる場合 

は，ウォータポンプケース八85丫で交換する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

(5)エンジンルームフアン

くシステム概要〉

ド12.16 5 2 -601

く整備上の注意〉

エンジンルームファンは80車に取り付けてあり，エンジン停止後も15分間は，エンジンルームの温度が高い 

状態では作動し続けるので，触れないように注意する。
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エンジンクーリングシステム——整備要領

⑴1¢；一01^中の作動げセ.19参照）

I(}一0N時は丁 3(^べ？20^でン〇〇は常時供給される。

この状態でサーミスタ温度が1：〉60でになると102~1々（コンパレータの出力が丫1〇N—ファ 

ンモータ作動する。

サーミスタ温度が1：く55でなると1024々の出力がし〇—7\〇卩卩4只ファンモータ停止する。

⑵1じ0ドド後の作動

10—となると，

① 丁40ド？4〇1^で10！の入力（3番端子）が乙〇—出となりI。がタイマースタートとする。

タイマースタートすると103出力（7番端子）は出—し〇となり了2は01^を保持し又〇〇を供給する。

タイマー（約15分)が終了すると，1じ出力（ 7番端子）は乙〇で—N1となり丁2は〇卩卩でン〇〇は遮断され

る。

② タイマー作動中は⑴と同一作業をする。

③ 10—01^一〇卩ドで丁3はバックアップ用。により10がタイマースタートするまで〇Nを保持する。

④ タイマー中に電源電圧がソビ12 土 0,3ンになると，1(32-2/2の出力が11レ；し3で10！の入力（3番端子)が出— 

し〇となりタイマーはカットされる。

2)ラジェターファン作動

八000時尺丫 2が01^し，水温3界〇でラジェターファン作動する。

くフローチヤート〉

1)10 中 2) 10 01^ 後

3 丫 5.0厂ド 
ユニット電源
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エンジンクーリングシステム——整備要領

くコントロールユニット〉

コントロールュニットは助手席側ピラー部に設置してある 

-コネクタ配列

「12.19

回路図 コントロールユニット

イク'ニッシヨン

广エンジン 
(8^！^\ルームフアン

サーミスタ

闩各.20 5 2-518
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エンジンクーリングシステム——整備要領

くセンサ〉

マフラー上方に取り付けられており，エンジンルーム内の温度により 

抵抗値の変化するサーミスタを内蔵している。

温度センサーの点検は温度センサー部のコネクターを外し，サーキットテスタにより 

センサー側コネクタ①一②間の抵抗値を測定し，エンジンルーム温度により下表に 

示す抵抗値となっていることを確認する。

「12.22

20 20 40 60 80 100

エンジンルーム温度（。〇

5 2 -593

5 2-600

溢度 抵抗値

-30
财乂 29,5 
組〇 28.6 

27.7

15
财乂 3.34 
励3.24 
№1 3.18

25
财乂 2.25 
1^10 2.19
^1^ 2.12

35
退乂 1.56 
N1101.51 

1.46

50
财乂 0.94 
1\410 0.91 
N1… 0.88

80
隐乂 0.38 
1^10 0.37
N1… 0.3()
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2—8 エアインテークシステム

構成部品

キヤブレータ車
丁 ~ 0.75土().21^-111

エアクリーナヘ

① フロントダクト

② フロントブーツ

③ ワンウヱイバルブ

リヤブーツ

⑤ 吸気予熱ダクト

⑥ 吸気予熱チャンバ

ラケット

T 0.45土().15^-111

ドセ.1 5 2-139
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エアインテークシステム——構成部品

5(：車
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エアインテークシステム エアクリーナケース

整備要領⑴エアクリーナケース

脱着，点検

く取外し〉

⑴エアクリーナに接続しているホース類を分離す 

る。

⑵エアクリーナケースカバーを取り外し，エレメ

ントを取り出す。

(3)エアクリーナケースを取り外す。

エレメント

纏 〇

今

(図はキャブレータ車用エアクリーナ)

^8.3 5 2-128

く点検〉

⑴ケース本体の損傷，亀裂発生の有無を点検する。 

⑵各ホース結合部の損傷，亀裂発生の有無を点検す 

る。

(3)エアクリーナエレメントの嵌合部，およびシール

部を点検する。

以上(1X2X3)で異常が認められる場合は，エアクリー 

ナを交換する。

く吸気予熱自動切換装置の作動点検〉
(キャブレータ車）

(1)エアクリーナケースに設けてあるテンパラチャセ 

ンサにドライヤ等で温風をあてる。

⑵テンパラチヤセンサにかかる温度の上昇と共に，

シャツタバルブが作動することを確認する 〇

(3)作動不良の場合は，エアクリーナケースを交換す 

る。

テンパラチヤセンサ

----------------------------------------

㈡

「也4 5 2-142

⑷エレメントの汚れが著しい場合は交換する。
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エアインテークシステム- - - - - - - - - - - - - - - - - - ェアクリーナケース，インァークマニホールド

(2)インテークマニホールド

く識別〉

エアクリーナには次のとおり識別がある。

車 種 識別マーク

キャブレータ車 输4 1

50車 V

^識別マークの位置

「丨8, 5 5 2-143

く取付け〉

取外し作業の逆手順で行なう。

エアクリーナケース取付けボルト締付けトルク 

〇. 65 土〇. 05^-111

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。 

⑵冷却水を抜く。

⑶冷却水パイプを外す。

冷却水パイブ

「12.6 3 2-271

⑷各ホース類にマーキングをし，取り外す。

⑸キャブレータとの結合ナットを外し，キャブレー 

夕のスタッドボルトをインテークマニホールドから

抜く。

(6)エンジン本体とインテークマニホールドとの結合 

ボルト.ナットを外し，マニホールドを取り外す。

く取付け〉

キャブレータとインテークマニホールドを仮組し， 

取外しの逆手順で取り付ける。
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2—9八 フューエルシステム（キヤブレータ)

臞仕様
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フューエルシステム（キヤブレータ）——部品配置図

名 称 機 能 調整ポイント

① ベーンアジャスト

スクリュ八

ベーンはその時の運転伏況に応じたベンチュリ 

負圧で開閉するが、このスクリュはその開閉の 
タイミングを調整する

キャブレータメーカで調整す

るもので調整は不要

② ベーンアジャスト

スクリュ6

ベーンイニシャル開度（一番下に下がった時） 

を調整する

キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要

③

(調濃スクリ^)

〇〇％調整時に使用するもので、一般的な調濃

スクリュ

アイドルリミッタキャップが装着されている
(調整工具： 498297100)

右に回す： 0 0%リーン 

左に回す：〇0%リッチ

④ 丁八3

(調速スクリュ）
I〇回転数の調整時に使用する 

一般的な調速スクリュ

右に回す：I 0回転が上がる 

左に回す：I 0回転が下がる
ファーストアイド
ノレスクリュ

チョーク運転時の!X回転数の調整に使用す 
る

右に回す：回転が下がる 

左に回す：回転が上がる
⑥ チョークアジャス

トスクリュ八
キャブレータの仕様上決められたイニシャルカ 

厶位置に調整するためのもの
キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要
⑦ チョークアジャス

トスクリュ8
チョーク弁開度と絞り弁開度の温度特性を決め 
られた特性に調整するためのもの

キャブレータメーカで調整す 

るもので調整は不要

國㈠V巳3 2型キヤブレータ調整スクリュー覧
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フューエルシステム（キヤブレータ）——部品配置図

国部品配置図

① サーモバルブ

② キャブレータ

③ ガスケットセツ

3,4±0,3ね-⑺

パイプ（フューエルリターン）

パイプ 
くポンプキャブレータ〉

キャブレータ

口

フューエルタンク

フューエルポンプ

、。イプ(フィルターポンプ) 

フユーエルフイルタ

パイプ(タンク〜フイルタ）

闩艮1 3 2 -253
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フューエルシステム（キヤブレータ）——トラブルシューティング

国 トラブルシューティング

1 故障とその推定原因 ^ 置 1

1、 1).ニードルバルブ及びバルブシートの密着，不良または損傷 清掃または交換

す
2).フロートレベル調整不良 レベル調整
3).フロートシート，フロートストッパの摩耗 フロート交換
4).フロートシャフト関係の摩耗 フロートシャフト周辺部品の交換卜
5).フロートチャンバ〇リングの損傷，または締付ネジのゆるみ オーリング交換，またはスクリュの増締め
6).フェーエルポンプの吐出圧の高すぎ フヱーエルポンプ点検修理，または交換
7).フロートレバーべ口部の当り不良 ベロ部曲げ修正，またはフロート交換

2 1).オーバーフロー 1.項目による

、 2) # メーンジェット，スロー ジェットのさび，言吉り 清掃，または交換
燃屯、1 3).エアブリードの詰り 清掃，または交換
1 4).加速ポンプのインジェクタウェイトのシート不良 点検，修理，または交換

費 5).ジェット類のゆるみ，または0リング類の損傷 増締めまたは交換
過
多

6).チョークバルブの開度不良 オートチョークリンク機構の点検.修理
7).パワージヱット通路の0リング切れ 交 換

3 1).アイドリ，ング調整不良 調整
2).アイドルアジャストスクリュの損傷 交 換け
3).アイドルホール，バイパスホール，低速通路のつまり 清 掃

ド 4).スロージヱット，スローエアブリードの詰り 清掃または交換

1 5).スロットルシャフトの摩耗 交 換

グ 6).キャブレータ取付部ガスケットの損傷または締付け不良 交換，または増締め
7).バキュームパイプの気密不良 点検，清掃，交換

調 8).オーバーフロー 1項目による

4、 1),メーンジヱットのつまり 清掃，交換

出 2).スロットルバルブの開度不良 点検，調整 |

孕 3).チョークバルブの開度不良 点検，調整
I 4).ベーンの開度不良 点検，調整

1).スロージェット，メーンジェット，エマルジョンチューブのつまり 清掃

管、 2).バイパスホール，低速通路のつまり 清 掃

付 3).アイドリング調整不良 点検，調整
1

1).加速ポンプピストン及びビストンリターンスプリング不良 交換

、
2).ポンプノズルのつまり 清 掃

加 3).加速系統リンク機構の不良 修 理
速

I 厂 4).フロートレベルの不良 フロー トレベル調整

良 5).スロットルハルフ作動不良 調 整
6).ベーンの開度不良 調 整

1).メーンジェットのつまり 清掃または交換
7、 2).ベーンの開度不良 点検，修理

高 3).スロットルバルブ開度不良 点検，調整
速 4).スロットルシャフトの摩耗 交 換
時 5),フロー トレベルの不良 レベル調整

6).ガスケット類の破損 交 換
7).パワージェットのつまり 清掃または交換

8、 1).チョークバルブ作動不良 調整または交換
丨始；
11

2).チョーク系統リンク機構の不良 点検，修理または交換
3).始動連動開度の不良 点検，調整

難瞍 4).完爆開度の不良 点検‘調整 |
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フューエルシステム（キャブレータ）——キヤフレータ

国整備要領⑴キャブレータ

—脱着--------------------------------------

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵パイプ取付けブラケットを外す。

円运. 2 5 2 -271

⑶キャブレータカバー（ 2個）を外す。

⑷水抜きをする。（2-7エンジンクーリングシステ 

ム参照）

⑸各パイプ類にマーキングをし，分離する。

^ガソリンが漏れるので火気に注意し，パイプにはボ 

ルト等で栓をする。

-冷却水が少量漏れるのでウェスでふき取ること。

⑹アクセルケーブルを外す。

⑺エアクリーナとの接続ダクトを分離する。

^1も4 5 2-256

⑻インテークマニホールドとの接続ナット（2本）を 

外し，マニホールドと分離する。

(9)キャブレータを浮かし，スローカットソレノイド 

とスイッチベントソレノイドのコネクタを分離する。

「1も3 5 2-257

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

インテークマニホールド〜キャブレータ接続ナット 

締付けトルク

甲13. 4 土〇. 3吆-!
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フューエルシステム（キヤブレータ） キヤノレータ

分解.〔--------------------------------------------------- --------- ---- ------------------------------------------- ------- 1

參ナット，スクリュ等の取外しには，よく合ったスパ 

ナ，ドライバーを使用し部品にまくれや傷をつけな

いこと。

#分解した部品は系統別に整理し，組付時の混同をさ 

けること。

^各ジェット類，および燃料通路は清浄なガソリンで 

洗浄し，エアで吹いて清掃する。針金や布等では清 

掃しないこと。

，銅ノ、0ッキン，ガスケット，ワリピン，ゴムハ0ッキン

は新品を使用すること。

(1)フロー トチャンバ

① 5111111スクリュ4本を外し，静かに本体を外す。こ 

の時，ゴムが焼付いている場合，きれいに除去す 

ること。

② メインボディよりフロートシャフトを抜き，フロ 

ートを外す。その際針弁がフロートに取付けてあ 

るため針弁を落さないように注意する。

③ ニードルバルブを外す。

④ 再組立時は，メインボディ側に圧入されたロケー 

シヨンパイプの〇リングが切れない様シリコング 

リースを塗布のこと。

インジヱクターウェイト，チェックボールがフリー 

の状態になり落下しやすいので注意。

ロケーシヨンパイプ
フロートチヱンバ 1

フロー ト
フロー トシヤフト、 1

「も6 5 2-258

(2)ベーンカバー

① ゴムノ、。イフを外し，5腿スクリュー 5本を外す。 

その後べーンカバーを外す。

② 再組立時は，ベーンカバー側に压入されたロケー 

シヨンパイプの〇リングが切れない様，〇リング部 

にシリコングリースを塗布のこと。

⑶ジェット類 

①メインジェット

前述⑴フロー トチャンバ取り外し後2次メインジ 

ニット，1次メインジェットの順に取り外す。

ジェット頭部の溝幅に合致したドライバーを使用 

しないと，溝形状が変形し再使用不可となるので， 

注意のこと。

2次メインジェット
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フューエルシステム（キヤブレータ） キャブレータ

点検，調整

②スロー ジヱツト

外部に露出している盲ねじを外し，スロージヱッ

卜を取外す。

組立時，細かいごみ等が付着しないように注意し 

て組み立てること。

^2.9 5 2-261

③スロー エアブリードべーンカバ、一を外した後露 

出するので取り外す。

(4)スローカツトバルブおよびスイツチベントバルブ

① リード線を固定しているワイヤストッパを切断し， 

リード線先端の端子を外す。

19111111のスパナを使用して本体を外す。

② 組立時にはバルブ本体を2回転ねじ込む。

ねじ露出部に接着剤（ネジロックスーパー相当品） 

を塗布し，規定トルクで締め付ける。

締付けトルク

T 1.5〜2.01^ -111

スイツチベン

キヤフレー

サーモバルフ

F\^]) 5 2 -229

^2.10 5 2-262
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フューエルシステム（キヤブレータ）------ キャブレータ

——点検-調整----------------------------------------------------

(1)始動連動開度の点検と調整 
①下表の温度時にエンジンの回転数が表の中にあるよ 

うに調整する0
(エンジンの回転数がこの範囲にあるようにおさめ 

る）

腿（〇0) -20 -15 -10 0 +10 十20
エンジン回紐

(1卿）

組 3250 3100 2950 2600 2500 2300
2850 2600 2400 2100 - 2000 1800

② エンジン始動後、最低5分間車両停止のまま暖機し 
以ズ回転数を確認する。

(回転数は約2分後にピークになる）
③ キャブレータのファーストアイドルスクリュで

エンジン回転数を調整する。
〈調整〉右に回す-エンジン回転が下がる

左に回す—エンジン回転が上がる 
(右左とも1/2回転でエンジン回転は約5001^111変化 

する）
④ エンジン狀X回転数を確認する。

(2)完爆開度の点検と調整

① チョークバルブの全閉を確認する。
(外気温が25'以下であれば全閉）

② チョークビストンに負圧（-400匪！^以上）をかけ、
フルストロークさせる0

③ 八部を指で強く押したままII寸法を測定する。
キャブレータ単品：ノギスで測定可能 

実車上 ：線ゲージで測定する
(線ゲージがない場合はドリ 
ルを代用する〉

キャブレ-夕型式 尺寸法基準値(刪）
腿32-1 3.17〜3. 41
腿32， 2. 87〜3.10

チョークピスト 

チョークバルブ

八

ビストンロッド

寸法計測部位

④上表の範囫を超えた場合は以下の方法で調整する0 
8部をプライヤ等で曲げて尺寸法を調整する。

左へ曲げる：寸法が小さくなる 

右へ曲げる：尺寸法が大きくなる
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フューエルシステム（キヤブレータ） キャブレータ

——点検.調整-----------------------------------------------------

⑷フロートレベル調整

フロートレベル調整は，フロートレバーおよびスト

ッパを軽く曲げて行う。

く上昇時の位置点検〉

メインボデーを逆さにして，フロートを持ち上げて 

静かに降す。この時，ニードルバルブのバルブステ 

ムとフロートレバーが接触したときの下図の只寸法 

を測定する。

只寸法基準値丨 14111111

フロー ト ストツノく

レノく一

メインポデイー
ノぐルブステム 
(ニードルバルブ)

「12.14 5 2-267

く下降時の位置点検〉

フロートを静かに持ち上げ，ストッパとホルダが接 

触した状態の下図1/寸法を測定する。

乙寸法基準値 24,6〜25，5腿

ストツバ

「12.15 5 2-268
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フューエルシステム（キヤブレータ） フューエルタンク

(2)フューエルタンク
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2—98 フューエルシステム（日171卩1)

国整備要領（1)フューエルポンプ

——点検.脱着-----------------------------------

く点検〉

(1)燃料圧力を除去する。

① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離 

する。

② エンジンを始動させる。

③ エンジンがエンストするまで放置する。

④ エンスト後，さらにスタータを約5秒間クラン

キングしてから10 を〇卩卩する。

⑵燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。

① フューエルフイルタ〜フューエルホース間に

燃料圧力計を接続する。

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続

する。

③ 16 3界〇X，燃料圧力を測定する。

基準値 約3.11^/围2

④エンジンを始動させ暖機を行った後に，アイドリ

ング状態で燃料压力を測定する。

基準値 約スカは/〇〇!2

注意

燃料圧力の測定終了後は再び圧力を除去してから燃 

料5力計を取外し，ホース，コネクタ類を結げる。

く脱着〉

⑴バッテリ㊀端子のケーブルを取外す。

(2) 床下よりフューエルポンプブラケットを取外す。

(3) フューエルポンプブラケットよりフューエル 

ポンプを取外す。

(2)プレッシヤレギュレータ

点検

ドぼ. 3 5 2-319

く点検〉

ノックセンサの作動点検要領は，別冊「トラブルシ 

ューテイングマニアル」を参照。
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フューエルシステム（日171户丨） フユーエルインジェクタ，吸気温センサ 
水温センサ，02センサ

(4)フューエルインジェクタ ⑸吸気温センサ，水温センサ

点検#脱着

今

孕

闩も4 5 2 -397

く点検〉

(1)インジェクタ作動点検

エンジンをアイドリングで回転しておき，サウン 

ドスコープまたは，細長のドライバー等を，インジ 

ェクターキャップに接触させ，インジヱクターの作 

動音（チッチッチッ）がするかどうかを確認する。

作動音がしない場合は，別冊「トラブルシューティ 

ングマニアル」により，インジヱクタ回路を点検し， 

異常の有無を調べる。

⑵噴射口のゴミづまり，損傷有無を点検する。

く脱着〉

(事前に燃料高圧配管内の圧力抜きを行う。）

(1) コレクタチャンバを取外す。

(2) フューエルデリバリパイプをインテークマニホ 

ールドから分離する。

(3) インジェクタを取外す。

參インジェクタの組付けは，フューエルデリバリパ 

イプと一体であり，インテークマニホールドの取 

付穴にまつすぐに押込む。

インジヱクタを取付ける時，パッキン等のかみ込み 

に注意すること。

点検

〈点検〉

「1运5 52-411

吸気温センサ.水温センサの作動点検要領は，別冊

「トラブルシューティングマニアル」を参照。

⑻02センサ

点検

02センサ取外し時，ネジが固着している場合は，

0尺0を塗布して弛め，締めを繰返しながら，徐々に

弛めること 〇

取付時は，ネジ部に焼付防止剤(極東貿易N$#165又

は相当品）を塗布のこと 〇

注意 〇2センサ先端部へは，〇尺〇および，焼付防

止剤を付着させないこと。

5 2 -280

く点検〉
〇2センサの作動点検要領は，別冊「トラブルシューテ 

ィングマニアル」を参照。
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圓構成部品

―2—10 ^エキゾーストシステム

くエンジン回り〉

丁 ―1,6は-111

1 丄. 6レ2 一 111

1. エキゾーストマニホールド（キャブレタ

2. エキゾーストマニホールド（3(：車）

3. 02センサ

4. ガスケット（NA.80 2種類有り）

5 #ェキゾーストマニホールドプレート

厂ぬ1

く注記〉

，ナット締付け要領

締付けトルクは3.5土0.51^-111で2回に分け、右記の)傾 

序で締め付けること。

く';主記〉のとおり締付け

5 2-005

⑤ ③①⑦

棚 冗-1/^1-】1向--〜〇 3

已1 〇

溝

11
職

⑥

〇2センサ取扱い要領 

-落下等の衝撃を与えないこと。
ノヽ

ーネス部に損傷を与えないこと。

コネクタ部.プロテクタ部に油.高温膠着 

防止剤^不純部等を付着させないように注

意すること 〇

「ぼ. 2

「セ3

5 2-006

コネクタ部

本体

プロテクタ部

5 2 -007
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ェキゾーストシステム——構成部品

くボデー回り〉（キャブレ—夕車) 

XI 1.8 土 0.51^-111

0.7511=0.2ヒ8—10

0、
糊輪％

餐クク

13 8

丁 1.8土(). 5—-111
な

，叫

5

マフラ001

マフラハンガブラケットリヤ 

マフラハンガブラケットリヤ乙11

(トラックのみ) 4 ± 0,5^-111
ベロー'ズカバーフロント 

ベローズカバーリヤ 

エキゾーストカバーロアリヤ 

マフラハンガ 

クッションフロント

マフラハンガ

クッションリヤ

9

12

V

ガスケット

10. マフラカバー

11. サーモセンサ

12. ベローズ

13. ノイズプレート

ぶ

4

丁 1.8 土 0.51^-111

ぐ

丁10フ5±0,2は -111

3.3土 1—!!!

8

0.75土().21^-111丨 3
，づ

丁 1.8 土 0.51^-111

X 1.8土().5は-111

0 000 ぶ

2
1，8±0,5汶6 一 111

0.75 土 0.2^8 -111

II
0 0

6
〉

後、

丁 3,3±1は -111

丁 0.75 士 0.21^-111

「は. 5 2-008
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ェキゾーストシステム——構成部品

くポデー回り〉（80車)

丁 1.810.51^-111

マフラ001 

,マフラハンガブラケ ツ

3. マフラハンガブラケットリヤし只 

(トラックのみ）

4. ベローズカバーフロント

5. ベローズカバーリヤ

6. ェキゾーストカパー 

ロアリヤ

マフラハンガクッション 

フロント

丁 3.3土 1一 111

8.マフラハンガクッショ 

リヤ

9.ガスケット X 1.8 土 0.51^ -111

10. エキゾーストパイプフロント

11. ガスケット

12. マフラカバー

13. サーモセンサ八33ア

14. ベローズ

15. ノイズプレート

麵。。。：
叫丨纖嶋

15
1.8 土 0.51^111

了 1，8±0,5は-㈤

了 —1.8 士 0.51111

過ぐ

十

F\^

0.75 土 0.21^ -111

6 ± 1は-111

II
10. /〇 + 〇.2^-01

丁」.8土().51^-1^

T 3.3土 1ヒ §-111

T 0.75 士 0.21 5 2-009
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ェキゾーストシステム 整備要領

整備要領

脱着

〇

編^^^
ェキゾーストシステムの部品は表面温度が高くなる 

ため作業を安全にすすめるため次の点に注意する 

-ェキゾーストシステムの点検整備(特に走行直後)時 

は火傷しないように注意する。

，ェキゾーストシステムを可燃物（ガソリン，オイル， 

ウェス…など）の近くで整備しないように注意する。 

.$0車には，エンジンルームファンが取り付けてあ 

り，ェンジンを停止してもェンジンルームの温度が 

高い状態ではファンが作動する。ファンに触れない 

ように充分注意すること 

⑴ノイズプレートを外す

(2) ェキゾーストカバーロアリャを外す。

(3) ベローズカバーリャを外す。

〇

〇

(4)ベローズカバーフロントを外す 0

(5) エキゾーストマニホールドプレートを外す。

(6) マフラハンガブラケットリヤとマフラハンガ

クッションを一体で取り外す。

マフラハンガクッシヨンリヤ

0 で

②1

」 0

\\
マフラハンガブラケットリヤ

「ぼ. 6 52-010

⑹マフラカバーの取付けボルト（ 4本）を外す。

(7)エキゾーストサーモセンサ八55丫のコネクタを分 

離する。

⑻〈50車〉

〇2センサのコネクタを分離する。

(9)左リヤタイヤを外す。

⑽マフラ001\1？しとマフラハンガクツシヨンフロ

卜との取付けナット（1個）を外す。

/
マフラ〇0^1卩し

〇

〇
〇 〇

111

取付ナッ マフラハンガクッシヨンフロント

「は.7 52-012

(11)マフラのフランジ部とヱキゾーストマニホールド

の取付けナットを外す。

このナットを他のナットと混同しないようにするこ 

と。

⑽マフラとマフラカバーを一体でボデーから抜き取 

る。

ベローズに無理な曲げを加えたり，傷.へこみをつ 

けないこと。
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ェキゾーストシステム 整備要領

—点検---------------------------------------------------------------

(1)取付けブラケット類.クッション.マフラ.エキ 

ゾーストパイプ.カバーの亀裂の有無を点検し，異 

常がある場合は交換する。

⑵マフラ内部.エキゾーストパイプ内部に異常がな 

いか，軽く振って調べる。内部から異音（カラカラ音 

等）が聞こえる場合は交換する。

取付け

注意 マフラ運搬時または取付時，次の点に注意

すること。

-ベローズ表面に傷をつけないこと。

-フランジの取付け面に傷をつけないこと。

眷マフラブラケット リヤのウェルドボルトを損 

傷させないこと。

，遮熱カバーやブラケット類を変形させないこと。

(1) ガスケットを新品と交換する。

(2) マフラとマフラカバーを組み付け，車体に挿入す 

る。

(3) マフラハンガブラケットリヤとクッションおよ 

びクッションリヤを取り付け，各締付け部を仮締め

する 0

注意

マフラハンガクッシヨンリヤは突起部をブラケッ 

卜の穴に確実に挿入して取り付けること。

突起部

厂セ.

クツンヨ

5 2 -114

マフラハンガブラケットリヤをクッションに取り 

付けるときはハンガブラケットの上端をクッション 

の突起部に確実に押しあてて取り付けること。

クッション

ぐ突起 ；

「セ.9
ハンガブラケット

52-115
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(4)仮締めがすべて終わった後，本締めする。

⑸取付け後，ドは10十泣11のとおり隙間が確保され 

ているか点検する。

⑹隙間が不足しているときは，締付け部を緩め調整 

した後，各部を締め付ける。

^8.10 32-113

マフラカバー

(7)エンジンを始動.暖機し，エンジンとの結合部よ

りガス.タールの漏れがないか目視で点検する 〇

(8)エキゾーストマニホールドプレート.ベローズカ 

バーフロント，ベローズカバーリヤ.エキゾース 

トカノゞーリヤ.ノイズプレートを各々取り付ける。



整備要領（1)キヤニスタ (2)千エツクバルブ

脱着，点検

く取外し〉

(1)キヤニスタに接続されているホースを取り外す 

⑵キヤニスタを上方へ弓丨き抜いて取り外す。

キヤニスタ

F\^\ 2-122

く点検〉

外観に異常がないか目視で点検すること。 

異常のあるときは交換する。

〈取付け〉

取外しの逆順序で行う

点検

⑧

「略2 5 2-229

(1)@パイプより口で空気を送り，空気がもれない

とを確認する 〇

⑵⑧パイプより口で空気を送り，空気がスムーズに 

流れることを確認する。

⑶⑴〜⑵点検結果，異常のある場合は八33丫で交換 

する。
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